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英語科における生徒が主体的にコミュニケーション能力を 

高めようとする授業の創造(2年次) 
 

－つながりのある言語活動と学びの過程の見取りを通して－ 
 

大栢 真琴（京都市総合教育センター研究課 研究員） 

 

 

世界の急速なグローバル化を受け，生涯にわたりコミュニケーションツー

ルとしての「使える英語」の獲得を目指して，日本の英語教育は大きな変革

を求められている。コミュニケーション能力育成のためには，生徒が英語に

よるコミュニケーションに自信と喜びをもち，よりよいコミュニケーション

を目指して積極的に次のステップへ向かえる学びを授業の中で展開する必要

があると考える。生徒自身が学習に見通しをもち，自身の目標設定や振り返

りを重ねながら自分の伸びを確認できるように，つながりのある言語活動と

学びの過程の見取りという二つの柱から実践研究を進め，それらを通して，

主体的に学びへ向かう姿の育成を目指した。 

つながりのある言語活動においては，とりわけ領域統合型の言語活動

に視点を置き，ユニットラウンド制を導入した。また，学びの過程を見

取るために見通しと振り返りをデザイン化するとともにCAN-DOリスト

を活用した英語学習ポートフォリオを作成した。 

その結果，指導者と生徒が一時間，単元，学期，そして年間の到達目

標を共有し，見通しをもちながら学習に向き合うことが可能になり，よ

り主体的に目の前の言語活動に取り組む生徒の姿が見られた。 
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はじめに 

 新学習指導要領実施に向け，教科書の編成が

大きく変わるであろうことが予想される。どの

ような変貌を遂げるのかと期待に胸が膨らむ一

方で，筆者の中学生時代と何が変わってきてい

るのかを比較してみたくなり，久しぶりに中学

校時代の教科書を引っ張り出してみた。オール

カラーの今日の教科書とは違い，白黒ベースで

あるが，その中で時折二色刷りのページが出て

くる度に気持ちが高揚したことを思い出す。当

時，この教科書での学習を通して，どのような

力がついたのだろうか。一番に思い浮かぶのは，

教科書本文の内容を正確に読み取る力である。

そのために，本文をきれいに写し，いかに正確

に訳せるかに全精力を注いでいた。文章内容を

読み取る力は大切である。しかし，内容理解に

留まるのではなく，生徒には教科書本文から得

た情報や表現を活用して自分の意見を伝える力

をつけてほしいと考える。 

 本研究は，生徒にとっても指導者にとっても一

番身近で大切な教材である教科書を活用し，いか

に生徒にコミュニケーション能力を付けるかとい

う持続可能な英語指導をコンセプトに実践を進め

たものである。 

 

第１章 英語教育に求められているもの 

 

現行学習指導要領は，英語を通じて言語や文化

に対する理解を深め，積極的に英語でコミュニケ

ーションを図ろうとする態度や 4 技能の総合的な

育成をねらいとして改訂され(1)，学校現場では様々

な取組を通して指導の充実が図られてきた。しか

しながら，新学習指導要領解説外国語編（以下，

解説）では英語教育における課題が多面的に指摘

されている(2)。 

第１章では，英語教育における課題の一つとして

その不十分さが指摘されている「複数の領域を統合

した言語活動」や，新学習指導要領でもその必要性

が強調されている「見通しと振り返り」の二つの現

状と課題について詳しく見ていくとともに，それら

の必要性や本研究の方向性について述べる。 

 

第１節 英語教育における課題と目指している 

方向性 

 

（１）複数の領域を統合した言語活動 

①複数の領域を統合した言語活動における課題 

現行学習指導要領で学んだ生徒の英語力を測定 

し，調査結果を学校での指導や生徒の学習状況の

改善・充実に活用することを目的として，全国の

中学３年生約 6 万人（国公立約 600校）を対象に

行われた「平成 29年度英語教育改善のための英語

力調査」結果から，授業における統合型言語活動

の指導に対する指導者の意識について窺い知るこ

とができる。 

図 1-1は「聞いたり読んだりしたことなどにつ

いて，問答したり意見を述べ合ったりするなどの

活動を行っている」かを問うたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語の授業で図1-1のような領域を統合した言語

活動を「行っている」と回答した指導者（選択肢「よ

くしている」「どちらかといえば，している」合計）

は 41.2％で，対前年度 1.2ポイントと微増している

ものの，未だ 50％に届いておらず，複数領域を統合

した言語活動の充実が十分ではないことがわかる。 

また，図 1-2 は同調査において，「話の内容や

書き手の意見などに対して感想を述べたり賛否や

その理由を示したりなどすることができるよう，

書かれた内容や考え方などをとらえる活動を行っ

ている」かを問うたものである。 

 
 

 

結果は，「行っている」と回答した指導者（選

択肢「よくしている」「どちらかといえば，してい

る」合計）は 38.6％（対前年度 1.1 ポイント増加）

に留まっている。ここからは，聞いたり読んだり

したことをもとに自分の考えを述べることを最終

目標として，その前提となる読解段階をとらえる

言語活動の充実を図る必要性があることがわかる。 

8.9

8.5

28.6

30.1

45.8

44.8

15.3
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1.5

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=30,611)

平成29年度

（n=30,590)

よくしている どちらかといえば，している

あまりしていない ほとんどしていない

無回答

「話の内容や書き手の意見などに対して感想を述べたり
賛否やその理由を示したりなどすることができるよう，

書かれた内容や考え方などをとらえる活動を行っている」
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43.3

43.8

15.2

14.2

1.5

0.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成28年度

(n=30,611)

平成29年度

（n=30,590)

よくしている どちらかといえば，している
あまりしていない ほとんどしていない
無回答

「聞いたり読んだりしたことなどについて，
問答したり意見を述べ合ったりするなどの活動を行っている」

図 1-1 聞いたり読んだりしたことに基づく， 

話し合いや意見交換などの言語活動 (3) 

図 1-2 発信領域につなげることを踏まえて， 

受容領域における言語活動を工夫しているか(4) 
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 上記は解説の一部を抜粋したものであるが，実

際，聞いたり読んだりする受容領域においては，

その内容読解に重点を置きがちで，内容に関する

Ｑ＆Ａ等の活動で済ませてしまうことも多い。し

かし，聞いたり読んだりして得た情報や表現を活

用して自分の考えを話したり書いたりして表現す

ることを念頭に置きながら，「この表現は使える。」

「この部分には賛成（あるいは反対）だ。」という

聞き方，読み方を指導することが求められている

と考える。 

では，京都市の英語教育においても同じような課

題が見受けられるのであろうか。そこで，現状を把

握すべく，平成30年度英語科夏季研修会において，

中学校英語科教員を対象としたアンケート（以下，

京都市英語科教員アンケート）を実施した。 

図 1-3は，図 1-1と同様の問いに対する結果で

ある。 

京都市にお

いては，複数

の領域を統合

した言語活動

を行っている」

と回答した指

導者が 52％

と，全国調査

の数値を約10 

％上回り，本

市における指導者の言語活動への意識の高さが窺

える。その 52％の指導者に，「その際に難しさを

感じているか」を問うたところ，92％が難しさを

感じているという結果が示された。 

図 1-4 は，さらに「どこに難しさを感じるか」

を問うたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからは，その他以外の 4つの選択肢におい

て，大きな差異が見られず，複数の領域を関連付

けた言語活動の充実が図られてきてはいるものの，

その一方で実際の指導においてはまだまだ課題も

見受けられることがわかる。 

  

②複数の領域を統合した言語活動における方向性 

「教育課程部会外国語ワーキンググループにお

ける審議の取りまとめ」(2016)では，中学校段階

における「深い学び」の学習過程について，次の

ように取りまとめられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行学習指導要領下において，学校現場では

様々な取組を通して言語活動の充実が図られてき

たが，ここからは，単なる英語による発信力の育

成だけではなく，聞いたり読んだりして自分が得

た情報をもとに思考した上で，自分の考えを発信

する力の育成が目指されていることがわかる。 

 解説では，外国語教育において育成を目指す資

質・能力を踏まえ，「『外国語によるコミュニケーシ

ョンにおける見方・考え方』とは，外国語によるコ

ミュニケーションの中で，どのような視点で物事を

捉え，どのような考え方で思考していくのかという，

物事をとらえる視点や考え方であり，『外国語で表

現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，

社会や世界，他者との関わりに着目して捉え，コミ

ュニケーションを行う目的・場面・状況等に応じて，

情報や自分の考えなどを形成，整理，再構築するこ

と』」(7)と整理されている。 

 その外国語における「見方・考え方」について，

平成28 年12 月21 日の中央教育審議会答申（以下，

答申）においては，次頁のように述べられている。 

ここからも，複数領域を統合した言語活動を通

して，英語教育において育成を目指す資質・能力

に迫ることが必要とされていることがわかる。こ

のように，「聞く」「読む」活動においては，その

題材を表面的にとらえるだけではなく，登場人物

や内容について深く考えさせ，最終的に自分の考

えを述べる「話す」「書く」活動の中で，深く思考 

図 1-3 京都市における複数領域を 

関連付けた言語活動 

8%

44%34%

14%

複数領域を相互に関連付けた

統合的な言語活動について

よくしている

どちらかといえば，している

あまりしていない

ほとんどしていない
n=80

図 1-4 領域統合型の言語活動における難しさ※複数回答可 

0 5 10 15 20 25 30

その他

時間の確保

の領域で見取り

教材の準備

評価の仕方

領域統合型の言語活動における難しさ

(人)

n=48

生徒がどの領域

でつまずいてい

るのかの見取り

統合的な言語使用の中で，聞いたり読んだりして得ら

れた情報や表現を整理・吟味し，話したり書いたりす

るために活用することが重要である。聞いたり読んだ

りして得た情報のうち，どの情報を取り上げるのか，

またどの表現が話したり書いたりする上で活用できる

のかについて考えさせることが重要である(後略)。（5） 

 中学校では，具体的で身近な話題についての理解や

表現，簡単な情報交換ができる能力の育成が求められ

る。そのためには，互いの考えや気持ちなどを外国語

で適切に伝え合う対話的な言語活動を重視し，単に自

分の考えや気持ち，事実などを聞き手に伝えたり，出

来事や体験したことなどについて書いたりするだけで

なく，聞いたり読んだりしたことを基に問答したり意

見を述べ合ったりすることや，感想，賛否やその理由

を書いたりすることなど，複数の力を統合した言語活

動を豊富に経験することが重要になる。 

 (6)                (下線は筆者による)  
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した内容を表現するために適切な語彙や表現を選

択する際に，英語科における思考力・判断力・表

現力等が育成できると考える。 

また，文部科学省は，2019 年度から全国学力・

学習状況調査（全国学力テスト）に英語を追加す

るにあたり，実施体制の課題検証を目的として，

今年度 5 月に実施した予備調査の問題と正答例を

公表した。日常生活の場面をイラストなどで示し，

英語のコミュニケーション能力を問う出題が多く，

特に課題とされている「話すこと」「書くこと」に

よる発信力について，どのような課題があるか明

確になるような問題の出題がなされている。 

さらに，思い出を残す場合に写真とビデオとど

ちらが適しているかについて英字新聞に投稿され

た中学生の意見文を読み，それを踏まえて自分の

考えとその理由を書かせるといった「読むこと」

と「書くこと」の領域を統合した問題，自分を含

む三人で英語で会話をしている設定で，他の二人

の対話を受けて自分も応答するという「聞くこと」

と「話すこと」の領域を統合した問題など，複数

の領域を関連付けた出題も目立った。ここでは，

文章を読んだり対話文を聞いたりして理解した上

で，自分の意見を書いたり話したりして伝える力

が必要になってくる。複数の領域を相互に関連付

けた統合的な言語活動を通して，コミュニケーシ

ョンの目的，場面，状況に応じ，自分の考えや気

持ちを適切に表現する言語活動を積極的に取り入

れるなど，授業改善が期待されているといえる。 

 

（２）見通しと振り返り 

①見通しと振り返りにおける課題 

英語の学習において主体的な学びを促進する

ためには，学習の初期段階でモデルを示すなど

して，生徒自身が到達すべきゴールを見据え，

具体的なイメージをもつなどの見通しをもち，

結果や学びの過程を振り返りながら学習を進め

ることが欠かせないと考える。この見通し・振

り返り学習活動は，現行学習指導要領の総則に

おいても「各教科等の指導に当たっては，生徒

が学習の見通しを立てたり学習したことを振り

返ったりする活動を計画的に取り入れるように

すること」(9)と示されている。 

 また，京都市においては，平成 27年度学校教育

の重点において，「学習課題（めあて・目標）を提

示し，まとめを的確に行う」(10)ことを重点項目

として次の二点が明記された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年度以降の学校教育の重点においては，

これに類似した文言が継続的に明記され，学校現

場においてその充実が図られてきた。 

 図1-5は京都市英語科教員アンケートにおける，

生徒の学びの見通しについての工夫に対する回答

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからは，86％の指導者が毎時間めあてを生

徒と共有しており，生徒が見通しをもって学びへ

向かうことができるように工夫していることがわ

かる。しかし，単元や学期，学年ごとの学習到達

目標を生徒と共有するなど，生徒が長期の見通し

をもって学習を進めるための工夫には課題が見ら

れる。さらに，めあてを共有していると回答した

この 86％の指導者のうち，振り返りを行っている

と回答した指導者は，60％に満たなかった。これ

は，めあてを提示するなどして学習の見通しをも

たせる工夫はしているものの，その見通しと一体

として取り組むべき生徒による学びの振り返りは，

ややもすれば重要視されておらず，見通し・振り

返り活動が形骸化している可能性があることを示

唆している。 

 また，次頁の図 1-6 は同アンケートにおける，

生徒の学びの過程に対する工夫に関しての回答で

ある。 

約 60％の指導者が振り返り活動を行っている

が，振り返り活動の本来の目的について問うた 

・授業において毎時間の「学習課題（めあて・目標）」

の提示を徹底し，学習課題（めあて）を解決するた

めに，（中略）言語活動を効果的に構成する。 

・「学習課題（めあて・目標）」に対応した「まとめ」

を的確に行い，学習の「振り返り」により子どもが

自分の学習を評価することを徹底する。(11) 

図 1-5 生徒の学びの見通しについての工夫 

0 20 40 60 80

Can-Doリスト等を用いて，学年や学期ごとの

学習到達目標を生徒と共有するなど，生徒

が長期の見通しをもって学習を進められるよ

うにしている

単元の目標を生徒と共有し，生徒が見通しを

もって学習を進められるようにしている

本時のめあてを生徒と共有している

生徒の学びの見通しについての工夫

(人)

n=80

 他者とのコミュニケーションを行う力を育成する観

点から，社会や世界との関わりの中で，外国語やその

背景にある文化の多様性を尊重し，外国語を聞いたり

読んだりすることを通じて様々な事象等を捉え，情報

や自分の考えなどを外国語で話したり書いたりして表

現し合うなどの一連の学習過程を経て，子供たちの発

達段階に応じた「見方・考え方」が豊かで確かなもの

になることを重視し，整理することが重要である。 

 (8)                (下線は筆者による)  
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二つ目以降の項目に対する回答については，低

い数値となった。ここからも生徒たちが学習の

めあてに向かって見通しをもって取り組み，自

らの学習活動を振り返って次につなげるような，

主体的な学びの過程を実現するための手立ての

一つである振り返り学習が，うまく機能しきっ

ていないのではないかということが危惧される

結果となった。 

指導者に指示された通りに学習を進めるだけ

であれば，生徒たちにとって先の見通しをもつ

必要性や動機付けは低くなる。あるいは，指導

者のねらいに沿うことが生徒にとって最重要事

項だとすれば，見通し・振り返りにあたる活動

があっても，表層的な域を越えないものになる

可能性もある。反対に，生徒たちが必要性を認

識できる目標をもつ場合，その目標達成のため

に見通しを立て，自身の取組や成果に関する振

り返り活動に積極的に取り組む可能性は高くな

るのではないだろうか。 

 

②見通しと振り返りにおける方向性 

 平成 28 年答申では，「主体的・対話的で深い

学び」の視点に立った授業改善を行うことが示

されており，その視点の一つである主体的な学

びの実現に向けては，見通しと振り返りという

学習過程，思考過程を取り入れていくことが求

められている。 

また，解説には外国語教育における学習過程と

して，次のように述べられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような①～④の流れの中で，「学んだこと

の意味付けを行ったり，既得の知識や経験と，新

たに得られた知識を言語活動で活用したりするこ

とで，『思考力，判断力，表現力等』を高めていく 

ことが大切になる」(13)とされている。見通し・

振り返り学習は，もちろん教科横断的に取り組む

べきものではあるが，ここにあるように，英語科

における振り返りにおいては，言語面・内容面の

視点から取り組んでいくことが必要とされている

ことがわかる。 

 

第２節 本研究の目指す生徒像と 1年次の研究 

 

（１）本研究の目指す生徒像 

グローバル化の進展によって国境の壁が低くな

る中，国際社会に生きる日本人として，日本の伝

統文化や歴史について十分に理解した上で，その

魅力について正しく発信していくことが期待され

ている。そして，発信ツールとしての英語による

コミュニケーション能力の向上を目指し，日本の

英語教育は大きな変革を求められている。解説に

おいては，「外国語科の目標は『簡単な情報や考え

などを理解したり表現したり伝え合ったりするコ

ミュニケーションを図る資質・能力』を育成する

こと」(14)という目標設定がなされている。その

コミュニケーション能力育成のためには，生徒が

英語によるコミュニケーションに自信をもち，喜

びを感じながら，よりよいコミュニケーションを

目指して積極的に次のステップへ向かえる学びを

授業の中で展開する必要があると考える。 

そこで，本研究において目指す生徒像を「主体

的に英語でのコミュニケーション能力を高めよう

とする生徒」とした。習得した知識・技能を活用

する言語活動を軸とした授業設計を通して，生徒

自身が「英語でもっとうまく伝えたい。よりよい

コミュニケーションがとれるようになりたい。」と

いった姿勢をもち，「そのためには何をどうすれば

いいのか。」を把握した上で主体的に学びへ向かう

姿を目指したい。 

次頁の図 1-7は本研究の目指す生徒像と授業設

計の視点を表したものである。 

授業設計において，「聞くこと」「読むこと」「話

すこと[やり取り・発表]」「書くこと」の複数の領

域を統合した言語活動と学びの可視化という二つ

の視点に重点を置いている。 

一つ目の視点である複数の領域を統合した言語

活動を通して，「読んだり聞いたりして理解した内

容をもとに，そこから得た情報や表現を活用しな 

①設定されたコミュニケーションの目的や場面，状況

等を理解する 

②目的に応じて情報や意見などを発信するまでの方向

性を決定し，コミュニケーションの見通しを立てる 

③目的達成のため，具体的なコミュニケーションを行う 

④言語面・内容面で自ら学習のまとめと振り返りを行う 

(12)                (下線は筆者による) 

図 1-6 生徒の学びの過程に対する工夫 

0 10 20 30 40 50 60

生徒が自身の学びを振り返り，それ

を基に次の学びの目標を定めること

ができるようにしている

生徒が自身の学びを振り返り，自分

の伸びを確認できるようにしている

生徒による学びの振り返りの結果を

次の指導に生かしている

生徒による学びの振り返りを行って

いる

生徒の学びの過程に対する工夫

（人)

n=80
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がら，相手意識をもって表現の仕方を工夫し，自

分の気持ちや考えを伝えるために英語で積極的に

コミュニケーションを図ろうとすることができる

生徒」の育成を目指す。 

そして，二つ目の視点である学びの可視化を通し，

生徒の学習過程においては，「目標を見据えた上で

学習を進め，課題を克服するための学習方法を選択

するなど主体的に学びへ向かう生徒」を目指したい。 

  

（２）1 年次の研究について 

1年次の研究においては，複数領域統合型の言

語活動を中心とした授業設計と，それぞれの言語

活動において生徒の学びを可視化するという大き

な二つの視点から研究を進めた。 

 図 1-8 は 1年次の研究の具体である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節で述べた英語教育における課題に向き合

い，自分の考えや思いを話したり書いたりして表

現するという英語での発信力のみに重点を置くの

ではなく，「聞いたり読んだりして理解したことを，

自分の言葉で相手に分かりやすく表現し，相手意

識をもって伝え合う」というコミュニケーション

に焦点を当てた領域統合型の言語活動を取り入れ

た授業を展開した。 

また，その授業に即して生徒の学びを可視化

するための工夫を加えた。生徒の学習意欲を促

すための形成的評価に着目し，自己評価と相互

評価を通して，生徒自身が自分の今の到達状況

と伸びを把握でき，それを指導者が共有・個人

内評価することが生徒の学習意欲を高めること

につながり，結果，主体的に英語でのコミュニ

ケーション能力を高めようとする生徒の育成に

つながると考えた。 

この二つの視点から授業を構築することで，英

語への興味だけではなく，英語で伝える力がつい

たことや，相手と英語で会話できることの楽しさ

を実感・体感して初めて，もっと話したい，もっ

とわかりやすく表現したい，伝え合いたいという

主体的に学ぼうとする姿勢を育成できるのではな

いかと考えた。そして，主体的に学びへ向かうに

は，まずは学習意欲を喚起することが大切であり，

その学習意欲の向上を促すことのできる授業を設

計し，実践した。 

図 1-9は複数の領域をつなぐ言語活動の関連図

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数の領域を統合した言語活動を行う際には，

それぞれの領域をつなぐ手立てが必要だという仮

説を立てた。そしてその手立てとして，パラフレ

ーズ練習，システム化された音読練習，インタラ

クション練習，そしてパフォーマンス課題を実践

に組み込んだ。 

聞いたり読んだりする受容領域をもとに，その

内容について話したり書いたりする発信領域では，

受容したことをそのまま発信するだけではなく，

自分のことばで言い換えたり，簡潔に伝えたりす

ることが領域統合型の言語活動が目指す自然なコ

ミュニケーションの形であると考えた。そこでパ

ラフレーズ練習を組み込んだ。パラフレーズとは，

わかりやすく言い換えたり，同じことを別の表現

で言い表したり，長い内容を簡潔にまとめて表現

図 1-7 本研究の目指す生徒像と授業設計の視点 

内容理解

相手意識
＆

表現を
工夫

自分の
考えを
伝え合う

領
域
統
合

学
び
の
可
視
化

学習方法
を選択

目標を
見据える

課題を
把握

主体的にコ
ミュニケー
ション能力
を高めよう
とする生徒

 

図 2 研究の全体像  実践の内容 研究の成果 今後に向けて研究の概要はじめに
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◆教科書内容理解

◆パフォーマンス課題
インタラクション練習

◆パフォーマンスに向けた練習
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図 1-8 1 年次の研究の具体 

 

図 2 領域をつなぐ言語活動の関連図 実践の内容 研究の成果 今後に向けて研究の概要はじめに
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パラフレーズ練習

システム音読練習

パラフレーズ練習

システム音読練習

個人内での領域統合①

相手のある領域統合②

個人内での領域統合①

図 1-9 領域をつなぐ言語活動の関連図 
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することである。領域統合型アプローチにおいて

は，そのパラフレーズ力を鍛えることが必要にな

ってくると考え，その実践を行った。 

また，教科書本文の内容理解を通し，「読んだ」

内容をもとにそこで得た情報や表現を活用して「話

す」ことにつなげるために，教科書の音読練習を

システム化した。 

そして，伝え合う段階ではインタラクション（や

り取り）を充実させる必要があるため，生徒自身

がコミュニケーションを活性化させるスキルを自

発的に使用できることを目指した練習を行った。 

これらの言語活動を組み入れることによって，

複数の領域を統合した授業の展開がより円滑にな

り，単元の終末で行ったパフォーマンスがさらに

充実したものになった。 

 

（３）その成果と課題 

研究協力校での実践においては，複数領域を統

合した言語活動の充実を図るため，指導者と生徒

が学習到達目標を共有した。そして，自己評価や

相互評価を経ながら，その目標達成に向けての言

語活動のつながりを把握できるような工夫をした。

実践後のアンケート結果より，家庭学習の定着に

課題のあった実践協力校において，80％の生徒が

授業時間以外に単元の終末で行ったパフォーマン

課題に向けて音読練習などに主体的に取り組んだ

ことがわかった。また，授業中の様々な言語活動

や統合型の言語活動が発表につながったと実感し

ている生徒が 95％にのぼり，パフォーマンス課題

に向けて見通しをもって活動に取り組めた様子が

窺えた。生徒が学習到達目標を意識しながら取り

組み，自己評価や相互評価を行うことが，生徒の

学習意欲や英語学習の達成感を高める有効な手立

てとなったといえよう。 

しかし，これは一単元の実践において見受けら

れた成果である。主体的に英語でのコミュニケー

ション能力を高めようとする姿を育成するために

は，高まった学習意欲を継続させられる仕組みを

整えるとともに，そのような学習を長期スパンで

展開する必要があると考えた。 

そのためには，振り返りを通して生徒自身が課題

と解決策を見出して次の学びへとつなげ，その改善

を図る過程を何度も積み重ねることが必要だと考え

る。なぜなら，生徒がよりよい英語でのコミュニケ

ーションを目指して言語活動に主体的に取り組むこ

とは，英語によるコミュニケーションを図る資質・

能力を身に付ける上で不可欠であるからである。 

その一方で，複数領域統合型の言語活動におけ

る評価や生徒の理解については，ある一つの課題

が生じる可能性がある。あるまとまった英文を「読

んで」，必要な情報についてまとめて「話す」とい

った課題を設定したとき，沈黙してしまう生徒も

数人はいるのではないかということである。その

場合，英文の内容理解に問題があったのか，それ

とも，内容については読み取れたのに話せなかっ

たのか，やり取りすることに難しさを感じている

のかといった判断，評価が難しい。高等学校外国

語科に向けて作成された NIER(2012)の評価方法

を参考にすると，各領域を有機的に関連させた言

語活動については，その最終目標となっている領

域の枠の中で評価をすることが可能であることが

わかる(15)。そこからは，領域統合型テストにお

いては，個々の領域を測定するというよりも，最

終的な目標が何であるかを考え，最終的に何がで

きるか（CAN-DO）という目標を明確にし，そ

の姿を評価するという視点が大切だととらえる

ことができる。これと同時に，生徒がどの時点

でつまずいているのかの診断も行い，生徒が自

身の課題を把握し克服できるように，加えて指

導者は把握した課題をもとに次の指導につなげ

ていけるように，授業を設計していく必要があ

ると考える。 

よって，今年度は 1年次の研究を基盤にしなが

ら，複数領域を統合した活動を含めたつながりの

ある言語活動と，生徒自らが課題を明確にし，そ

れを克服しようとするためのさらなる自己評価の

充実，そして生徒の学びの過程を見取り，次の学

びへつなげる形成的評価の充実に重点をおいて研

究を進めていきたい。 

 

(1) 文部科学省『中学校学習指導要領解説 外国語編』開隆堂 

平成 20 年 p.6 

(2) 文部科学省『中学校学習指導要領解説 外国語編』開隆堂 

平成 29 年 p.6 

(3) 文部科学省『平成 29 年度 英語力改善のための英語力調査

結果（中学 3年生）の概要』 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kokusai/gaikokugo/__icsFil

es/afieldfile/2018/04/06/1403470_02_1.pdf p.15 2019.3.1 

(4) 前掲(3) p.16  

(5) 前掲(2) p.53 

(6) 文部科学省「教育課程部会 外国語ワーキンググループ『外

国語ワーキンググループによる審議の取りまとめ』」 

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushin/__ic

sFiles/afieldfile/2016/09/12/1377057_1_1.pdf p.20 2019.3.1 

(7) 前掲(2) p.10 
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(8) 明治図書『平成 28年度版中央教育審議会答申 前文と読み

解き解説』2017.3 pp..179,180 

(9) 文部科学省『中学校学習指導要領 総則』株式会社ぎょう

せい 平成 20年 p.7 

(10) 京都市教育員会『平成 27 年度 学校教育の重点』京都市教

育委員会 指導部 学校指導課 平成 27 年 p.15 

(11) 前掲(10) p.15 

(12) 前掲(2) p.13 

(13) 前掲(2) pp..13,14 

(14) 前掲(2) p.10 

(15) 文部科学省国立教育研究所教育課程研修センター(NIER) 

『評価基準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資

料：高等学校外国語』  

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/hyouka/kou/11_kou_ga

ikokugo.pdf p.25 2019.3.1 

 

第２章 主体的に英語でのコミュニケーション

能力を高めようとする生徒の育成を

目指して 
 

第１節 研究の構造とその具体 

 

本年度の研究では，学習への動機付けや興味関

心を持続することはもとより，英語でのよりよい

コミュニケーションに向けてさらに主体的に学び

へ向かうことができるように，つながりのある言

語活動と学びの過程の見取りという二つの柱から

実践を進めていく。 

 図 2-1 は研究の構想図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つながりのある言語活動の中心となるのは領域

を統合した言語活動である。各領域をつなぐ言語

活動の具体として，ユニットラウンド制とパフォ

ーマンス課題を単元設計に組み入れる。ユニット

ラウンド制やパフォーマンス課題については第２

節において詳しく述べるが，本研究におけるその

学習のプロセスは，「聞く」という音声から「読む」

という文字へとつなげる第二言語習得の理論と，

音声に慣れ親しむことが大きな目標とされている

小学校外国語活動の学びをカリキュラムに反映さ

せるものである。さらに，そこから「話す」「書く」

へと一つのトピックのもとで言語活動を展開して

いく。そうすることによって，生徒は聞いたり読

んだりして得た情報をもとに思考を深め，単元の

終末で行うパフォーマンス課題に取り組む際に，

自身の思いや考えを伝えることに充実感をもつの

ではなかろうか。そして，ユニットラウンド制と

パフォーマンス課題をより充実させるために帯活

動を組み込む。数種類の帯活動に目的意識をもっ

て取り組むことがパフォーマンスの成功につなが

ることを生徒が自覚できるように工夫をしたい。

さらに，ペア活動やグループ活動など活動形態を

充実させ，お互いの成果物や発表を相互評価する

ことにより，生徒と生徒がつながる言語活動を展

開していく。 

また，二つ目の柱である学びの過程の見取り

における大きな視点となるのは，学びの可視化

である。昨年度の研究の一部であるシステム音

読やインタラクション練習，自己・相互評価な

どの実践に加え，新たに英語学習ポートフォリ

オを導入する。各校で作成されている CAN-DO

リストを活用したポートフォリオを作成するこ

とで，「英語を用いて何ができるようになるのか」

という目標を見据えた上で言語活動に取り組み，

その結果「何ができるようになったのか」を生

徒自身が確認すると同時に課題にも向き合い，

次の学びへとつなげられる過程を何度も積み重

ねられるよう授業をデザインする。加えて，指

導者はその学びの過程をより深く理解，重視し，

それぞれの生徒がどれだけ前進したかや，評価

規準からみた個々の生徒の立ち位置を見取る必

要がある。生徒の学習状況を適切に見取ること

で効果的なフィードバックが期待でき，生徒が

自身の伸びを実感したり具体的に自分の課題を

認識したりすることができるようになり，それ

が生徒の主体的な学びをさらに促進することに

寄与するのではないかと考える。 

このように，つながりのある言語活動と学びの

過程の見取りの二本柱の歯車をうまく噛み合わせ

ることで，生徒はよりよい英語でのコミュニケー

ションを目指して主体的に学びへ向かうのではな

いかという仮説のもと，実践を進める。 

 

第２節 つながりのある言語活動について 

 

本研究におけるつながりのある言語活動を次頁

のように整理する。 

図 2-1 研究の構想図 

主体的に英語でのコミュニケーション能力を
高めようとする生徒の育成

つながりのある
言語活動

学びの過程の見取り

帯活動
ペア・グループ

活動

ユニットラウンド制
パフォーマンス課題

領域を統合した言語活動

CAN-DOリストを
活用した英語学習
ポートフォリオ

見通しと振り返りの
デザイン化

学びの可視化
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①の複数の領域を統合した言語活動における課

題と方向性については第１章で述べ，1 年次の研究

では，教科書を「読んで」得た情報をもとに，その

内容を引用しながら「話す」パフォーマンス課題を

設定し，一つの領域統合型の授業構築の在り方を提

示した。本年度は教科書のトピックを中心に「聞く

こと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」のそれ

ぞれの領域ごとに目的ある活動を組み込み，より系

統的に各領域を関連付けるためにユニットラウンド

制を一つの大きな視点として導入し，最後にパフォ

ーマンス課題へつなげることとする。 

②の帯活動については，1 年次の研究で示した

各領域をつなぐ手立てとしてのパラフレーズ練習

やインタラクション練習等を踏襲する。どのよう

にそれらの帯活動を授業の構成に組み込むかにつ

いては，次章の第１節で詳述する。 

そして③については，振り返り等との関連から

次節第１項で述べていくこととする。 

 

（１）ユニットラウンド制 

①ラウンド制とユニットラウンド制 

京都市の今年度の夏季研修ではラウンド制による

指導法が紹介されるなど，英語教育においてその指

導法が徐々に注目されるようになってきている。ラ

ウンド制について，和泉は「様々な異なるタスクを

用いて，多面的な角度から教科書を学習することに

よって，読解ストラテジーを含めた，言語能力の向

上を目指す指導法である。その名のごとく，授業を

いくつかのラウンド（段階）に分けて，それぞれの

ラウンドで目的ある活動を行い，最終目標である文

章内容の理解を目指す。そして，それに続く豊かな

応用活動をも可能にしていく。」(16)と整理している。

このラウンド制を各ユニット（単元）単位で導入す

ることで，各領域の活動をさらに充実させられると

ともに，より系統的に関連付けることが可能になる

と考える。本研究ではそのラウンド制を領域を統合

する言語活動としてユニット毎に展開し，それをユ

ニットラウンド制と呼ぶこととする。 

そのユニットラウンド制を，特殊な行事や教材

等を使用するのではなく，指導者と生徒双方にと

って一番重要な教材であり情報源である教科書を

活用し，領域統合の言語活動の充実を図る。 

 まず，一般的な授業展開と本研究の授業展開を

比較する。 

図 2-2は，ある一つのユニットにおける一般的

な授業展開を示したものである。 

 
 

本市採用の教科書は一つのユニットが Part 1

から Part 4 まで四つ（１年生の教科書は三つ）

のパートに分けられており，それぞれのパートに

言語材料や新出語句が配置されている。そしてパ

ート毎に言語材料や新出語句の導入及び定着を図

り，その後，本文の内容理解と音読練習へと移っ

ていく展開が一般的である。 

このように，新出語句や言語材料を導入した上

で，それらが含まれる教科書本文の内容理解に迫

るこの指導法は，和泉が警鐘を鳴らしている「木

から森へ」の指導法である。和泉は「木から森」

への授業では，単語や文構造といった細かい部分

に終始注意を払うことになるが，いくら単語や文

構造が分かったとしても全体像が見えてくるとは

限らず，この方法では言語習得において必要とさ

れる「曖昧さの許容性」は養われないとしている。

さらに，自分の知らない語句や表現が多少あった

としても，聞き続けたり,読み続けたり，ちょっと

した手掛かりをもとに推測することができるこの

ような能力は，長期にわたって起こる言語習得の

性質を考えたとき，学習者がぜひとも身に付けて

いかなければならない重要な能力であると述べて

いる(17)。「木から森へ」ではなく，「森から木」

への指導の在り方が大切になのである。その指導

法とは，「リーディングを中心としつつも，技能統

合で行う総合的なコミュニケーションの授業方法」

(18)であり，基本的な枠組みとしてラウンド制指

導の形態をとるものである。 

よって，従来の教科書の配列に沿った指導から

発想を転換し，リーディング後の発展的な活動ま

Unit (単元） Part 1 Part 2 Part 4Part 3

言語材料①
新出語句①

言語材料②
新出語句②

言語材料③
新出語句③

言語材料④
新出語句④

教科書の配列と一般的な指導の流れ

(1)言語材料の説明・練習
(2)(1)を使った言語活動
(3)トピックに関する導入
(4)新出語句導入
(5)本文内容理解
(6)音読練習

図 2-2 一般的なユニットの流れ 

①複数の領域を関連付けた言語活動 

（１）ユニットラウンド制 

（２）パフォーマンス課題 

②ユニットラウンド制とパフォーマンス課題の充実に

つながる帯としての言語活動 

③相互評価や活動形態の充実により，生徒と生徒がつ

ながる言語活動 
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での流れを考慮した上で，それぞれの言語活動を

計画的，意図的に授業に組み込んでいくことが大

切であると考える。教科書の題材を発展的に活用

して最終的には自己表現活動につなげる。授業に

おいて扱う題材を有効に活用して，全体から細部

へと徐々に焦点を移していき，意味のある言語活

動を設定することにより，学習者にとって習得す

べき言語材料や技能を必然的に活用する状況を作

り出すのである。 

 このラウンド制指導には様々な形態がある。 

図 2-3は通常の授業展開と横浜市立南高等学校

附属中学校で編み出された 5ラウンドシステムを

比較したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このカリキュラムでは，教科書の配列に沿って

ユニット毎に授業が流れていく一般的な授業展開

ではなく，2～3か月の周期で①～⑤までの五つの

ラウンド毎に教科書の全ユニット（Unit 1～11）

を繰り返し扱っている。 

図 2-4はその五つのラウンドの枠組みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずラウンド①ではリスニングのみによる本文

の内容理解に迫り，ラウンド②ではラウンド①の

音声を通してある程度理解したストーリーを単語

や文といった文字と一致させる。音で理解し，音

と文字を一致させた後にラウンド③で音読を行い，

その音読が表現活動につながるようにラウンド④

で穴あき音読の指導を行う。そして最後にラウン

ド⑤で教科書のストーリーを用いてリテリング（教

科書本文の再生）での表現活動を行うという流れ

である。 

 このようなラウンド制の授業展開は，言語形式

よりもまずは意味内容に焦点をあて，受容領域か

ら発信領域へのスムーズな移行が可能になるカリ

キュラムであり，大いに参考にできる。これを参

考にしつつ，指導の流れを作成した。 

 図 2-5 は本研究の一つのユニットにおける指導の

流れである。 

                  ユニット 

                 を通して一 

                 つのトピッ 

                 クのもとス 

                 トーリーが 

                 展開される

教科書の特性を生かし，Part 1 から Part 4 まで

をそれぞれ分けて指導するのではなく，まずは「聞

くこと」のラウンドで四つのパートを通した言語

活動を展開し，「読むこと」「話すこと」「書くこと」

のそれぞれのラウンドにおいても同じ流れで授業

を展開していく。このように各領域をラウンドと

して位置付け， 段階を追って関連付けながら，全

パートをつなぐことによって，生徒の思考もつな

げることが可能になると考える。 

 

②ユニットラウンド制における言語活動 

 図 2-6 はユニットラウンド制における各ラウン

ドで行う言語活動である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「聞くこと」のラウンドから始め，「書くこと」

図 2-4 横浜附属中の 5ラウンドの枠組み (20) 

 ・通常の授業展開 

３月 ４月 

Unit 1    2    3    4    5    6    7    8    9    10    11 

  

・横浜附属中の授業展開 

３月 ４月 

ラウンド 

① 
 

Unit 1 

     2 

     3 

     4 

     5 

     6 

     7 

     8 

     9 

     10 

     11 

ラウンド 

② 
 

Unit 1 

     2 

     3 

     4 

     5 

     6 

     7 

     8 

     9 

     10 

     11 

ラウンド 

③ 
 

Unit 1 

     2 

     3 

     4 

     5 

     6 

     7 

     8 

     9 

     10 

     11 

ラウンド 

④ 
 

Unit 1 

     2 

     3 

     4 

     5 

     6 

     7 

     8 

     9 

     10 

     11 

ラウンド 

⑤ 
 

Unit 1 

     2 

     3 

     4 

     5 

     6 

     7 

     8 

     9 

     10 

     11 

 ラウンド①：リスニングによる内容理解 

ラウンド③：音読 

ラウンド④：穴あき音読 

ラウンド②：内容理解した本文での音・文字の一致 

ラウンド⑤：リテリング（自分の言葉でストーリーを伝える） 

図 2-3 横浜附属中の授業展開  (19) 

Unit (単元） Part 1 Part 2 Part 4Part 3

話す

聞く

書く

読む

本研究の指導の流れ

図 2-5 本研究の単元における授業の流れ 

話す

聞く

書く

読む

①絵をもとにストーリーを推測する
②絵を並べかえ，ストーリーの大枠をつかむ
③聞き取れた内容や語句の記入
④音声と文字をつなげる

①わからない語句や表現の把握・推測
②ストーリーの詳細をつかむ
③音読練習

①絵をもとにストーリーを再生する
②ポスターセッション

①ストーリーの要約をする
②成果物（ポスターやエッセイ）の作成

領域を統合した言語活動

Part 1 Part 2 Part 3 Part 4

全体

詳細

全体

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題

新出語句
言語材料

図 2-6 各ラウンドの言語活動 
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図 2-7 小学校での外国語活動を 

踏まえた指導の工夫 

9%

26%

42%

23%

小学校での外国語/外国語活動を受けて，

それを踏まえた指導の工夫をしていますか

①よくしている

②どちらかといえば，している

③あまりしていない

④ほとんどしていない

n=80

のラウンドに至るまで，それぞれの段階で異なっ

た言語活動を配列し， ストーリーの全体像の把握

から詳細の読み取りに進み，最終段階でもう一度

全体をとらえる流れになっている。全体像をつか

むために文章の概要をとらえることから始め，段

落を基本的な単位とし，それぞれの段落における

要点を押さえる。そして徐々に詳細に焦点を当て

るため単語や言語形式に注目しながら意味内容の

理解を深めていく。このように，Part 1 から Part 

4 までを通したラウンド毎に異なる言語活動を繰

り返しこなしながら，徐々に「聞くこと」「読むこ

と」のインプットから「話すこと」「書くこと」の

アウトプットにつなげていき，「話すこと」「書く

こと」のラウンドにおいてパフォーマンス課題を

設定する。このような実践により，生徒の中でPart 

1～4のストーリーがつながるだけではなく，パー

ト毎に配置されている言語材料や語句も繰り返し

使う中で定着していくのではないだろうか。また，

指導者の視点からは，各領域で付けたい力が明確

になるとともに，ユニット全体を見通した単元構

想及び授業設計が可能になると考える。 

また，図に示されているように，新出語句と

言語材料の導入を「読むこと」のラウンドの「わ

からない語句や表現の把握・推測」をする活動

の直後にもってきている。このように，新出語

句や言語材料の導入を遅らせるのは，わからな

い語句や表現があっても，前後の文脈からその

意味を推測する力を付けるためである。また，

生徒は単元の早い段階でストーリーの展開や大

枠を把握できるため，その後，段階的に提示さ

れる新出語句・言語材料を文脈の中でとらえる

ことができる。こうすることで，生徒たちは意

味のある文脈の中で言語材料の意味や形式，ど

のような場面で何のために使われるのかの機能

を無理なく理解していけるのではなかろうか。

言語本来の目的である意味伝達を優先し，その

上で重要になってくる言語形式への気付きを支

援するアプローチであり，単に言語形式に注目

するのではなく，その言語形式がどういった場

面でどのような意味を伝えるのかという言語機

能面とも結び付いているのである。 

 次に，「聞くこと」のラウンドでは音声と文字を

つなげる活動を行う。これは，小学校外国語活動

の学びを生かすアプローチであると考える。小学

校外国語活動の教科化を目前に控え，ますます中

学校英語科とのスムーズな接続に注目が集まって

いるが，その実現はなかなか難しい。 

図 2-7 は京都市英語科教員アンケートにおけ

る，小学校

で の 外 国

語 活 動 を

踏まえた指

導 の 工 夫

をしている

かについて

の回答で 

ある。 

工夫を

「している」と回答した指導者（選択肢①②合計）

は 35％と少ない結果となった。小学校の学習と中

学校のそれとの効果的な接続を図ることで，学び

をさらに促進させようとする流れは，他教科にお

いても重要視されているが，とりわけ英語教育に

おいてはそのスムーズな接続は急務であると考え

る。なぜなら，小学校で音声に慣れ親しみ，英語

の学習に前向きだった児童たちが，中学校で文字

を読む，書く，単語を覚えるといった活動が入っ

た途端に英語が一気に苦手になる傾向が多く見受

けられるからである。 

ユニットラウンド制を導入することで，小学校

の外国語活動においてコミュニケーションの素地

として養われている「聞く」ことから始め，そこ

で十分インプットされた音声から「読む」という

文字へ徐々につなげることに重点を置くことがで

きる。そうすることによって，中学校英語へのス

ムーズな接続が可能になるのではないかと考える。 

 

（２）パフォーマンス課題 

教科書の内容に関して聞いたり読んだりして得

た情報をもとに，自分の考えを話したり書いたり

して伝える領域統合型の授業展開において，最終

の「話すこと」「書くこと」の段階でパフォーマン

ス課題を組み込む。 

まずは，そのパフォーマンス課題に生徒たち

が取り組む際に，正確さと即興性をどうとらえ

るかについて整理しておきたい。これまでの英

語教育を振り返ると，やはり語彙・言語材料の

正確さの習得に時間と労力が集中し，それらを

使っての即興性のある言語活動の充実が不十分

であることは，解説において指摘されている課

題からも明らかである(21)。その課題を受けて，

現行学習指導要領解説において 11か所で示され

ていた「正確に」「適切に」「正しく」といった

文言が，新学習指導要領解説の目標においては，

「書くこと」の項目における「関心のある事柄

について，簡単な語句や文を用いて正確に書く
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ことができるようにする」（22）というわずか一

か所に留まり，その一方で，次の「即興で」と

いう新たな文言が「話すこと」の項目において

二か所に加えられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際のコミュニケーションの場面においては，事

前に話す内容や返答について頭の中で十分に考える

時間を取ることなく，即座に相手とやり取りするこ

とが求められる。よって，事前に話す内容について

原稿等を用意して覚えるなどの準備時間なしに，「即

興で」相手と意思疎通を図ることのできる能力を養

うことが求められていることがわかる。解説では，

「メモやキーワードを頼りにしながらであっても即

興で発表すれば，多少の誤りやたどたどしさがある

のは当然であるという認識の下に，生徒が主体的に

英語でコミュニケーションを図ろうとする態度を養

う必要がある」(24）と述べられており，コミュニケ

ーション能力の育成を目指し，即興での言語活動に

注目が集まっていることがわかる。 

近年では，学校現場においても「正確さにこだ

わるから話せなくなる。」「間違いを恐れずに，と

にかく話すことが大事だ。」という声が多く聞かれ，

正確でなくともまずは間違いを気にせず話したり

書いたりする言語活動を積極的に取り入れる指導

者も増えてきている。例えば，１分間の会話を続

けることを目標に設定された言語活動の時間には，

生徒たちはリアクションやジェスチャー等を駆使

して何とか会話を継続させているように見える。

しかし，その中身を見てみれば，生徒たちは必要

以上のジェスチャーや単語の羅列で会話を何とな

く進め，設定された時間を何とか凌いでいるとい

う場面も多く見受けられる。「即興で」伝え合った

り話すことができる力の育成を図ることは，「正確

さ」を軽視したり否定したりするものではなく，

英語でのコミュニケーション能力を身に付けるた

めには，これらをバランスよく習得していかなけ

ればならないことは言うまでもない。 

よって，本研究ではこれらのバランスを踏まえ

た指導を行う。関心のある事柄に関するパフォー

マンス課題では即興で伝え合うものを設定する。

その後，正確さ獲得のために，パフォーマンスを

録画した動画を生徒に与え，自分の発話をディク

テーションすることで自己分析と修正を行う。 

また，教科書には福祉，環境や貧困問題，人権

などの SDGs（持続可能な開発目標）に関わる社

会的なトピックも多く取り上げられている。 

解説にはこのように述べられている。 

 

 

 

 

 

ここには「即興で」という文言は見当たらない。

筆者は，社会的な話題に関する課題においては，

読んで得た情報を引用するなどしながら，しっか

りと自分の考えを構築した上で，自身の考えや意

見を伝えられるようになって欲しいと考えている。

よって，メモ等を参考にしながら事前に発表内容

の構成を考えたり，練習したりする準備時間を設

定することとする。 

 
第３節 学びの過程の見取りについて 

 

つながりのある言語活動の中で中心に位置付け

る領域統合型の言語活動をユニットラウンド制で

展開し，各領域の学習を段階別に進める。そして，

そこに学びの過程の見取りの大きな視点となる学

びの可視化を組み合わせる。 

図 2-8は領域統合型の言語活動と学びの可視化

の関連図である。 

 
 

生徒が主体的に学びへ向かうためには，まず生

徒が見通しをもった上で自身の学習を客観的にと

らえ，目標達成に向けて何が必要なのかを自ら考

え，実行に移すことができることが大切である。

そして，自分が行っている学習を常に振り返りな

がらモニターすることができるようになることも

必要である。そこで，見通しと振り返り活動をデ

ザイン化し，授業に組み込む。また，各領域の学

習をラウンド制で段階を追って進めることにより，

その達成度を振り返ることが可能になると考え，

ポートフォリオを作成する。 

話す

聞く

書く

読む

①絵をもとにストーリーを推測する
②絵を並べかえ，ストーリーの大枠をつかむ
③聞き取れた内容や語句の記入
④音声と文字をつなげる

①わからない語句や表現の把握・推測
②ストーリーの詳細をつかむ
③音読練習

①絵をもとにストーリーを再生する
②ポスターセッション

①ストーリーの要約をする
②成果物（ポスターやエッセイ）の作成

領域を統合した言語活動

Part 1 Part 2 Part 3 Part 4

全体

詳細

全体

学びの
可視化

課題の
把握

伸び
の確認パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題

社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことにつ

いて，考えたことや感じたこと，その理由などを，簡

単な語句や文を用いて話すことができるようにする。

（25） 

図 2-8 領域を統合した言語活動と学びの可視化の関連図 

話すこと[やり取り] 

・関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて

即興で伝え合うことができるようにする。 

話すこと[発表] 

・関心のある事柄について，簡単な語句や文を用いて

即興で話すことができるようにする。 

（23）             (下線は筆者による) 
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（１）見通しと振り返りのデザイン化 

 英語学習において，コミュニケーション能力

は繰り返し学習をすることで獲得した知識を活

用し，実際のコミュニケーションの場で運用で

きる技能を習得するための練習を継続的に行っ

た上で成り立つため，即時に際立った進歩や成

果が表れにくい。つまり，単語を覚えたり，文

構造に慣れ親しんだりしても，コミュニケーシ

ョン能力が劇的に伸びることは難しいのである。

このため，学習目標が具体的に提示され，定期

的に進歩が目に見えるような活動や振り返りが

なくては，生徒の学習意欲の高まりは継続しな

いと考える。 

学習意欲を高めるために，授業においては体

験的な活動としてゲームを導入したり，生徒の

興味を引くような面白い事例を提供したりと，

様々な手立てが工夫されている。それらは英語

学習にとって必要なことではあるものの，そこ

で高まった学習意欲が持続するものであるかど

うかは疑わしい。また，小学校から中学校へと

学習段階が進むにつれて，授業におけるコミュ

ニケーション活動に積極的に取り組もうとする

動機付けは，単なる興味・関心に訴えるだけで

は難しくなると考える。一時的な学習意欲では

なく，持続する意欲へと発展させていくことが，

英語を使ってどんなことができるようになりた

いかを見通し，学習を長期に渡り支えることに

つながるのではなかろうか。つまり，生徒の学

習意欲を高め，生徒が主体的に学びへ向かうた

めには，学習の見通しを立てたり，学習したこ

とを振り返ったりする活動を適切に位置付ける

ことが必要である。 

これまでも,様々な場面で見通し・振り返り学

習は行われてきた。しかし，今回の指導要領改

訂では，そのことをより意識的にまた計画的に

実施していくことが求められている。とすれば，

私たち指導者は，一から始めるのではなく，こ

れまでどのような見通し・振り返り学習活動を

行ってきたか，そしてそれは適切であったかど

うかを分析し，検討する必要がある。 

授業デザインの中には，必ず指導者のねらいが

明確に設定されている。指導案の段階で計画的に

設定された目標やねらいがあるからこそ，そのね

らいの実現に向けた具体的な手立てを考えること

ができる。その授業の核となる発問や教材の選択，

課題構成などの授業デザインの要素は，指導者の

設定したねらいに基づいて選択されている。 

では，同様に見通し・振り返り学習には指導

者のねらいが反映されているだろうか。めあて

に対するまとめや感想レベルの浅い振り返りを

積み重ねていくだけでは，めあての提示や振り

返り学習そのものが形骸化してしまう可能性も

ある。また，振り返り学習は，どちらかといえ

ばその内容は結果としての知識・技能が中心で，

学びの過程中心ではない場合も多く見受けられ

る。横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中学

校では，見通しと振り返り学習について，結果

と学習過程それぞれにおける見通しと振り返り

が必要であるとし，それらを位置付けた実践を

行っている(26)。その実践に見られるように，単

元の到達目標を見据え，そこに到達するまでの

学習過程に見通しをもって学習を進めた結果，

到達目標に達することができたかや，その過程

がどうであったかを振り返ることが大事である

と考える。 

そこで，どのような見通し・振り返りが英語科

の本質を踏まえたものかを考え，その見通し・振

り返り学習をデザイン化していくこととする。 

単元計画において計画的に見通し・振り返り活

動を組み込むために，①結果と過程の見通し，②

結果と過程の振り返りの 2段階に分け，それぞれ

の場面に応じた適切な活動を行う。 

表 2-1はそれを整理したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-1 見通しと振り返りのデザイン化 

① 

結
果
と
過
程
の
見
通
し 

 

１．生徒に到達してほしいゴール地点の提示 

 

○モデルの提示 

 （指導者）ALTや JET，過年度生がモデルを提示し，イメージをもたせる。 

 （生徒） 発表内容の構成や良い点について分析をする。 

 

２．目標到達のためのに行う学習過程における言語活動の確認・理解 

 

○言語活動（帯活動やラウンド制の活動）の設定 

 （指導者）目標に到達するための言語活動を段階別に設定する。 

（生徒） 取り組んでいる言語活動が，目標到達のためにどうつながって 

いるのかを単元の中で把握した上で言語活動に取り組む。 

 

② 

結
果
と
過
程
の
振
り
返
り 

 

１．一連の活動を通してゴールに到達できたか否かを把握 

 

○相互評価 

  相手意識をもった話し方，書き方を意識し，聞き手，読み手に 

わかりやすいパフォーマンスにするための工夫をアドバイスし合う。 

 

○自己評価 

  ・ゴール地点に対して自分の取組を振り返る。ポートフォリオとして 

保存しておき，次の課題に取り組む際に改めて確認を行う。 

  ・言語面，内容面から自分のパフォーマンスを振り返る。 

 

２．学習過程を振り返り，ゴール到達を目指してどのように 

言語活動に取り組んだかを意識化 

 

○学びの過程の振り返り 

  ゴール到達を目指した学習の過程でうまく機能した方法，意識して 

取り組んだこと，役立った助言等を整理，記述し意識化する。それを 

次の学びの機会に振り返らせ，継続的な学習意欲につなげる。 
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①結果と過程の見通し 

単元開始時には，生徒に単元全体の見通しをもた

せるためにガイダンスの時間を設け，単元を通し

て付けたい力やねらい，時数やスケジュールを提

示する。そして，単元のゴール地点のモデルをALT

や JET，過年度生の映像などを使って示す。それ

により，生徒は提示されたモデルのよい点や発表

内容の構成の分析を通して，自身の単元終末の姿

をイメージすることができる。 

また，目標達成に向けて帯活動やユニットラウン

ド制による言語活動を段階的に組み込む。ゴールに

到達するために，学習過程でどのように活動を進め

ていけばいいのかを生徒と共有し，生徒自身が学習

活動を行う自分を具体的にイメージし，学習への構

えを作ることができるようにする。英語の授業にお

いては，数種類の帯活動を組み合せて授業を構成し

ている指導者が多い。それらの帯活動が授業や単元

の中に点在するのではなく，それぞれの言語活動が

目標到達のためにどうつながっているのかを生徒が

見通した上で，個々の活動に取り組めるようにガイ

ダンスで共通理解をする時間を設ける。 

 

②結果と過程の振り返り 

 まず，相互評価の具体として，パフォーマンス

課題に向けて他の生徒に事前に発表をし，聞き手

からの評価を受けて振り返りをし，作戦会議後，

もう一度同じ生徒に聞いてもらう。そして，先ほ

どより伸びた部分とさらに改善が必要な部分とを

明確にした上で，本番のパフォーマンス課題に臨

むなどが考えられる。相互評価が次の学びに向け

ての意欲を促すことができるよう，生徒間のつな

がりを大切にしながら学習集団としての雰囲気を

作り上げるための手立てである。 

次に，これまでの学習を振り返る時間として，

この単元で自分が理解したことやできるようにな

ったこと，達成されずに課題として残されている

ことなどを把握する。言語面と内容面から自身の

発表を振り返るとともに，他の生徒の発表につい

てアドバイスし合うことにより，次の学びにおい

てより質の高いパフォーマンスを目指すことがで

きるようになると考える。 

また，学習過程でどのような活動を進めたから

ゴールに到達できたのか，うまく機能した学習方

法や意識的に取り組んだこと，不十分な点等を整

理し，学習過程の振り返りを行う。そして，継続

的な学習意欲につなげるために，それを次の学び

の機会に再確認する時間を設け，よりよいコミュ

ニケーションへ向けて自身の課題に向き合いなが

ら取り組むための手立てとする。 

（２）CAN-DO リストを活用した 

英語学習ポートフォリオ 

見通し・振り返り学習を充実させるために学習

ポートフォリオを活用する。 

学習ポートフォリオについて，文部科学省は次

のように述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「従来の到達度評価では測定できない個人

能力の質的評価」という記述は，「これまで総括テ

ストのみで行ってきた評価を，学習者の学習の記

録を活用して，個人としての様々な要素を考慮し

たものへと変える方向性」(28)を示していると清

田は述べている。 

このように，ポートフォリオは学習を短期的な結

果のみから考えるのではなく，学習の全体を通して，

個人が自らの学習の意味や価値を考える上で，将来

の英語使用者としての意識を育てるという観点から

も，英語学習にそぐうツールであると考える。この

ポートフォリの性質を活用し，生徒の見通しと振り

返りを充実させていきたいと考える。 

 また，髙島は「教師と生徒が目標設定や到達度

の確認，学習計画の変更，修正などのための振り

返りの時間を持つことで，反省点や改善点を見出

すことができる。このような時間を共有すること

は，生徒自身が『自らの学びをつくる』こととな

り，学習への意欲を持たせる重要なプロセスとな

る。」(29)と述べ，次のようにまとめている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生が，学習過程ならびに各種の学習成果（例えば，

学習目標・学習計画表とチェックシート，課題達成の

ために収集した資料や遂行状況，レポート，成績単位

取得表など）を長期にわたって収集したもの。それら

を必要に応じて系統的に選択し，学習過程を含めて到

達度を評価し，次に取り組むべき課題をみつけてステ

ップアップを図っていくことを目的とする。従来の到

達度評価では測定できない個人能力の質的評価を行う

ことが意図されている（中略）。 

(27)              （下線は筆者による） 

①「～ができる」の段階では，比較的短期間で目標が

達成できるもので，CAN-DO リストにより目標設定が

可能である。また，活動終了後，このリストを「振

り返り」のための自己評価シートとして活用するこ

とで，目標達成の度合いを確認することができる。 

②「～ができるようになる」の段階の目標は，1学期後，

1年後といった比較的長期的なものであり，①の目標

を達成した結果，到達することが可能なものである。 

 （次頁へ続く） 
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このように，長期にわたる見通しを生徒自身が

もち，スモールステップによる段階的，かつ明確

な目標を達成していくことが大事だと考え，次に

述べる CAN-DO リストとともにポートフォリオ

に組み入れることとする。 

文部科学省は英語の実践的な技能を各学校での

到達目標として示した CAN-DO リストの活用を

促進しており，各校において生徒の実態に即した

リストが作成されている。ただし，その目的にお

いては，教師が指導と評価に活用することを重視

するという側面に比べて，学習者自身が自分の学

習の目標を見通し，成果を振り返って自己評価す

るツールとしての側面はあまり前面に出ていない

ように思われる。 

そこで，生徒自身が自己の学びを客観的にとら

えることができるように，CAN-DO リストを掲載

したポートフォリオを作成する。 

図 2-9は，実践協力校の第２学年の CAN-DO

リストをもとに作成した第 2学期用の学習記録ポ

ートフォリオである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語使用者としての自分の将来像を一番上の欄

に書くことで，「英語を使ってどんなことができる

ようになりたいか」という目標を明確にし，その

目標達成に向かって，学年ごと，学期，単元，一

時間の授業を通して英語を用いて何ができるよう

になることが目標なのかを確認する。さらに学習

に取り組んだ後，「実際に活用できるようになった

のか」という観点からその学習の自己評価を行い，

到達目標に対しての今の自分の現在地を確認する。

この過程を通じ，生徒は自身の学習プロセスを把

握し，さらに，目標達成に向けて逆向き設計の中

での毎時間の授業の意味をよりよく理解した上で，

学習に向かうことができるのではないだろうか。

このように，生徒にとって普段の英語学習が，英

語使用者としての未来の自分の姿につながると実

感できる状況を教室の中に作り出すことが必要だ

と考える。 

 

(16) 和泉伸一『フォーカス・オン・フォームと CLILの英語授業』

株式会社アルク 2016 p.181 

(17) 前掲(16) p. 

 (18) 前掲(16) p.

(19) 金谷憲 他『英語運用力が伸びる 5 ラウンドシステムの英

語授業』大修館書店 2017 p.16 

(20) 前掲（19）p. 

(21) 前掲（2）p.6 

(22) 前掲 (2) p.26 

(23) 前掲 (2) pp. 22-26 

(24) 前掲 (2) p.25 

(25) 前掲 (2) p.26 

(26) 横浜国立大学教育人間科学部附属横浜中学校 編『思考力・判

断力・表現力を育成する指導と評価Ⅴ「見通す・振り返る」学

習活動を重視した授業事例集』学事出版 2015 pp..116-123 

(27) 文部科学省『学士課程教育の再構築に向けて 用語解説』 

http://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/toushi

n/__icsFiles/afieldfile/2008/12/26/1217067_002.pdf 

 2008 p.3 2019.3.1 

(28) 清田洋一『英語学習ポートフォリオの理論と実践』株式会

社くろしお出版 2017 p.10 

(29) 佐藤真 編『各教科での「見通し・振り返り」学習活動の充

実―その方策と実践―』教育開発研究所  2010 p.180 

(30) 前掲(29) p.180 

 

第３章 研究の実践 
 

 本章では，第２章で述べた研究構想をもとに，

A 中学校第２学年，B 中学校第１学年において行図2-9 CAN-DOリストを活用した学習記録ポートフォリオ 

③「～できることが夢」の段階での目標は，①および

②の目標を達成した結果，統合的にその能力を駆使

している自分を思い描けることが必要である。 (30) 

 

 

 

 

 

                                                              class:       no:        name: 

    ●●●できる／ ●●○何とかできる／ ●○○今は難しいがこれからできるようにしたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                            

 

 

 

 

                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ 

９月 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ 

４月 ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ ☆☆☆ 

My Goal Grade 8 

The 2nd Term 

Listening Reading Speaking 
やり取り           発表 

特定のテーマについて

の英語を聞いて，おおま

かな内容や要点を聞き

取ることができるよう

になる 

学
年
目
標 

Writing 

レポートやスピーチ，物

語や説明文を読み，その

主な内容や書き手の伝

えたいこと読み取るこ

とができるようになる 

さまざまな話題につい

て，質問したり答えたり

するなどして，会話を続

けることができるよう

になる 

 

さまざまな話題につい

て，自分の考えを理由を

つけて話すことができ

るようになる 

さまざまなテーマについ

て，文のつながりを意識

しながら，自分の考えや

理由を4文以上で書くこ

とができるようになる。 

Daily 

Scene 6 
詩 

Let’s 
Read 1 

 

Unit 4 
Homestay 

In the 

U.S. 

台本形式の物語を読

み，登場人物の心情を

読み取ることができる 

 

○○○ 

ホームステイ先での決

まり事や相談，その回

答を聞いて，その大ま

かな内容を聞き取るこ

とができる 

   ○○○ 

ユニバーサルデザイン

について短い説明文の

おおまかな内容を聞き

取ることができる 

○○○ 

Daily 

Scene 4 
電話の会話 

 

Unit 6 
Rakugo in 
English 

説明文を読んで，紹介

されているものの特徴

や利点，筆者の主張を

読み取ることができる 

 

○○○ 

 

Unit 5 
Universal 

Design 

Daily 

Scene 5 
道案内 

The 1st Term 

電話での応答で取り次

ぎを頼むことができる 

○○○ 

日本の中学校での過ご

し方に慣れていない

ALTの相談にのり，ア

ドバイスしたりするこ

とができる 

○○○ 

ホームステイの生徒の

紹介文を書いたり，自

分の家の決まりごとに

ついてポスターに整理

して書くことができる 

○○○ 

教科書の登場人物のホ

ームステイ先での困り

ごとについて，リテリ

ングすることができる 

 

○○○ 

ユニバーサルデザイン

に関する文章を読み，

要点や詳細を読み取る

ことができる 

○○○ 

ユニバーサルデザイ

ンについて聞いたり

読んだりしたことを

もとに，考えたことや

感じたことを理由と

ともに伝えることが

できる 

○○○ 

ユニバーサルデザイ

ンについて聞いたり

読んだりしたことを

もとに，考えたことや

感じたこと，その理由

などをまとめて書く

ことができる 

○○○ 

落語の講演パンフレッ

トや英語落語の小話を

読んで，その内容や要

点を読み取ることがで

きる 

○○○ 

乗り物での行き方をた

ずねたり，教えたりす

ることができる 

○○○ 

決められたルールの中

で，英語で詩を書くこ

とができる 

○○○ 

The 3rd Term 

自分の趣味や特技を

含めた自己紹介をす

ることができる。（１

年生次の自己紹介と

比較する） 

○○○ 

ホームステイ先での

決まり事や相談，その

回答を読んで，その内

容を読み取ることが

できる 

○○○ 
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った実践について述べていく。使用している教科

書は，『New Horizon English Course 1, 2<東京書

籍>』である。A 中学校では Unit 4「Homestay in 

the United States」，Unit 5「Universal Design」

の二単元，B 中学校では Unit 4「ホームパーティ

ー」，Unit 5「学校の文化祭」，Unit 6「オースト

ラリアの兄」の三単元において実践を行った。 

 

第１節 つながりのある言語活動の実践 

  

 本節では，ユニットラウンド制を用いた授業構成

と，各ラウンドのアプローチについて述べていく。 

 

（１）ユニットラウンド制の実践 

①授業の構成 

 本研究においては，ユニットラウンド制だけで授

業を展開するのではなく，帯活動も充実させている。

表 3-1は基本的な授業構成を示したものである。 

 

 

これらの帯活動は，教科書のトピックやその単

元で扱われる言語材料と関連付けて行うため，教

科書中心の言語活動であるユニットラウンド制と

並行して行うことにより，相乗効果が生まれ，単

元の終末に行うパフォーマンス課題をより充実さ

せられると考える。パラフレーズ練習やインタラ

クション練習，システム音読は昨年度の研究内容

の一部であり，その詳細については昨年度の研究

論文を参照いただきたい(31)。英作文については，

次節のパフォーマンス課題の実践において述べる。 

 また，ユニットラウンド制による言語活動の末

にパフォーマンス課題を必ず各単元に組み込まね

ばならないとなると，年間時数に無理が生じる。

そこで，教科書のユニットに軽重を付けることで

限られた時数でも有効に活用できないかと考えた。 

 表 3-2 は各ユニットのパターンを示したもので

ある。 

パフォーマンス課題にかける時間とそれに向け

ての過程をしっかりとる重点化ユニットもあれば，

教科書のストーリー・リテリングを最終目標とし

たベーシックユニット，さらにはラウンド制のリ

スニングとリーディング・ラウンドのみを行い，

内容理解に特化するライトユニット，トピックや 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言語材料の関連により複数のユニットを統合して

横断的にパフォーマンスを行う統合型ユニットな

ど，年間計画の段階で各ユニットに軽重を付ける

ことで，時数の問題の解決を図る。 

では，各ラウンドや帯活動をどのように単元構

成に位置付けていけばいいのであろうか。 

図 3-1は表 3-2の中で重点化ユニットとして位置

付けているUnit5「Universal Design」におけるラ

ウンド制の言語活動と帯活動の単元構成である。 

 

この図はリスニング・ラウンドからライティング・

ラウンドまでを単元のどこで扱うかを示しているが，

一般的な教科書を使用しての指導と大きく違うのは，

ラウンド毎にPart 1～4までを通して学習するため，

指導者は単元構想をしっかり練り，パフォーマンス

課題からの逆向き設計をする必要があることである。

リスニング・ラウンドからリーディング・ラウンド

の初期段階においてはPart 1～4の全体像をとらえ

る活動をし，リーディング・ラウンドの中盤で内容

理解と語句・言語材料等の詳細へと焦点を移してい

 

帯活動 

（英作文・パラフレーズ練習  

 インタラクション練習  

システム音読） 

ラウンド制による  

教科書中心の活動  

約 10～20 分 約 30～40 分 

時

数 

ラウンド制 

Listening  Reading  Speaking  Writing  

1 Part 1～4    

2 Part 1～4    

3 Part 1～4 Part 1～4   

4  Part１   

5  Part 2   

6  Part 3   

7  Part 4   

8  Part 1～4   

9  Part 1～4   

10   Part 1～4  

11   Part 1～4  

12   Part 1～4  

13     

14     

15    Part 1～4 

16    Part 1～4 

 

＜帯活動＞    ：インタラクション練習       ：英作文 

     

         ：パラフレーズ練習         ：システム音読練習  

 

 

パフォーマンステスト 

P 

I 

S 

 

英 

P 

P 

P 

S 

 

S 

 

S 

 

S 

 

S 

 

S 

 
S 

 

I 

I 

英 

英 

英 

英 

英 

S 

 

I 英 

S 

 

P 

表 3-1 ラウンド制を導入した授業の構成 

図 3-2 単元計画とラウンド制 

図 3-1 ユニットラウンド制の言語活動と帯活動の単元構成 

表 3-2 各ユニットのパターン 

重点化
ユニット

ベーシック
ユニット

ライト
ユニット

横断型
ユニット

ユニットラウンド制 ユニットラウンド制 ユニットラウンド制
（リスニング・
リーディング
ラウンドのみ）

ユニットラウンド制

リテリング リテリング

パフォーマンス
課題

２～３のユニットを
統合した

パフォーマンス課題

約１５時間 約８時間 約６時間
２つのユニット
で約１６時間
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図 3-3 絵カードの例 

○A  

○B  

 

決まり 
自 由 に

過 ご し

てね 

 
決まり 守ってね 

く。そしてリーディング・ラウンドの後半からスピ

ーキング，ライティング・ラウンドにかけて再び全

体をとらえる活動に戻るという構想にしている。ま

た，ラウンド制の言語活動やパフォーマンス課題を

活性化させるための帯活動を各時間に組み込み，こ

の単元のねらいに迫れるように授業設計をしたもの

である。 

 

②各領域におけるアプローチ 

◆リスニング・ラウンド 

 このラウンドでは，音声からの情報を何度も聞く

ことにより，まずはストーリーの全体像をとらえる

ことを目的としている。また，文字に慣れていない

１年生と文字認識が進んだ２年生とで，そのアプロ

ーチに若干の差異をもたせた。 

 

＜２年生における実践＞ 

 図 3-2 は２年生におけるリスニング・ラウンド

の構成図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 まず，プレ・リスニングとして，教科書の挿絵

等を使用した絵カードをもとに，ペアでどんなス

トーリーなのかの予測を立てた。ここでのペア活

動では初めは日本語で行ってもいいこととしたが，

徐々に英語によるやり取りをさせていくことが望

ましいと思われる。 

そしてリスニング①で本文を聞きながら絵カード

を並べかえる活動を行った。生

徒に配布する絵カードには，図

3-3のA・B のように，紛らわ

しいものも混ぜ，ある程度要点

を把握しなければ正しい方を選

べないように工夫を加えた。 

 図 3-4 は絵の並べかえに取

り組んでいる生徒の様子であ

る。新出語句や言語材料を知

らない段階

ではあるが，

音声と絵を

頼りに，し

っかり取り

組んでいた。 

 図 3-5 はリスニング・ラウンドで使用したワー

クシートの一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全てのパートにおいて絵カードの並べかえを行

うのではなく，それぞれのパートの内容構成によ

っては，キーワードを聞き取ることだけに特化し

ているものもある。ポイントは，そのユニットの

Part 1～4を通して聞くところにある。パート毎

に行うのではなく，全パートを通して聞くことで，

そのユニットのストーリー全体の大枠をとらえさ

せたい。 

 リスニング②では，下の図3-6にもあるように，

次のリーディング・ラウンドへの足掛かりになる

よう，自分の中で引っかかった音や聞き取れた表

現の書き取りを行った。 

 図 3-6 は生徒が実際に記入したワークシートで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここからは，生徒が気になった音や，絵カードを

並べかえる時のキーワードを聞き取っていることが

わかる。枠線２から「ハフトゥ？」と生徒が書き

＜Unit 5＞ Universal Design                      

 

１）Pre-Listening 

What is your image of Universal Design? 

 

 

 

 

 

２）Listening for main ideas 

 

 Part 1   ディーパは，ユニバーサルデザイン商品の広告を見ています。 

What is the good point of Universal Design? 

 

 

 

 

 

 Part 2  光太はディーパと話しています。光太の失敗とは？？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Part 3  咲は学校で行われた「車いす体験」の感想を述べています。どう感
じたのでしょう。 

      

     

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞き取れた単語・表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5 リスニング・ラウンドのワークシート 

絵（カードを）貼る 

 

聞き取れた語句の書き取り 

 

図 3-4 絵カードに取り組む生徒 

図 3-6 聞き取れた語句や表現のワークシート 

 1  

Unit 4 Part1 の 

大枠を全て聞き

取れている 

 2  

ハフトゥ？とメ

モしている。 

未習の言語材料 

プレ・リスニング 
絵（カード）をもとにペアで 

ストーリーの予想をする 

  ↓ 

リスニング① 絵（カード）の並べかえ 

  ↓ 

リスニング② 聞き取れた語句の記入 

  ↓ 

リスニング③ 情報を整理しながら聞く 

 

図 3-2 リスニングラウンドの構成図 
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とてもそう

思う

41%

そう思う

49%

あまりそう

思わない

7%

まったくそう

思わない

3%

音と文字が結びついた

n=68

図 3-9 音と文字が 

結びついたかの結果 

取っているのが見られるが，この have to はこの

単元の新出言語材料である。本文の中に頻出して

いるものの，リスニングの段階で生徒にとっては

未習である。しかし，図の枠線１では，文章の核

となるその未習の言語材料がわからなくとも，ス

トーリーの大枠全てを前後の文脈から推測して聞

き取れていることがわかる。この生徒に聞き取り

を行ったところ，この段階で頭に引っかかった音

「ハフトゥ？」という表現が，どのような意味，

形式，機能をもっているのかを次のリーディング・

ラウンドでより意識的に確認できたこと，さらに

リスニングを通して文脈の中でとらえることがで

きたため，新出言語材料の意味，形式，機能につ

いてより理解しやすかったという回答を得た。 

 この活動において，指導者は生徒が聞き取りに

くかったリンキングサウンドを把握し，それを次

のリーディング・ラウンドで行う音読指導に生か

すことができる。音読練習の際に，「この音をリス

ニング・ラウンドで聞き取れていない人が多かっ

たよ。自分で作り出せない音は聞き取れないから

しっかり自分で発音できるようになろう。」と，こ

のラウンドをフィードバックの材料にしながら音

読練習の充実化を図った。 

 

＜１年生における実践＞ 

 図 3-7 は 1年生におけるリスニング・ラウンド

の構成図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２年生との違いは，リスニング③の過程を追加し

たことである。第２章でも述べたように，小学校外

国語活動において音声に慣れ親しんだ生徒たちが文

字の導入にスムーズに移行できるよう，何度もリス

ニング・ラウンドで聞いた音声を文字と結び付ける

ことを目的とし，このようなラウンド設計にした。 

 図 3-8 は音と文字の一致を目的としたワークシ

ートの一部である。 

ワークシートには順不同に英文が並べられてお

り，生徒は聞こえてきた順番を数字で表していっ

た。この時点で，生徒は新出語句については知識

を要していないものの，既習の語句を頼りに音と

文字を結びつけようと取り組んだ。中には，「ピク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャー，ピ，ピ，これや！」と小声で呟きながら，

未習である picture の音と文字を一致させながら

その picture が含まれる文の番号を書いていた生

徒もいた。 

図 3-9は実践後に取ったアンケート結果である。 

 何度も聞いた

後に英文の順を

並べかえたこと

で「音と文字が

結びついた」と

実感しているか

どうかについて

たずねた。実践

校１年生の指導

者は，音声から

文字への移行が

スムーズに進んでいない生徒が多いことに悩んで

いた。しかし，アンケート結果からは，生徒たち

が絵の並べかえなどで教科書の本文を繰り返し聞

いた後に，文字で書かれた英文の順を並べかえる

ため，それによって音と文字が結びついたと実感

している生徒が多数いることがわかった。とりわ

け，京都市で実施している共通テストである学習

確認プログラムの Basic Stage 1 において到達目

標に達していない生徒層（以下，C 層）において，

「音と文字が結びついた」（「とてもそう思う」「そ

う思う」合計）と回答した生徒は 80％に上った。

1年生の初期段階で音と文字の一致に困りを抱え

やすいこの層の生徒たちにとって有効な手立てと

なったということができる。 

また，リスニング・ラウンドにおいて，２年生・

１年生に共通したことは，それぞれの構成図にある

①～②の二回，または①～③の三回だけリスニング

をしたのではなく，絵の並べかえ及び英文の並べか

えの際に，生徒から”One more, please.”というリ

クエストが相次ぎ，実際は構成図の倍以上の 5回～

プレ・リスニング  
絵（カード）をもとにペアで  

ストーリーの予想をする  

  ↓ 

リスニング①  絵（カード）の並べかえ  

  ↓ 

リスニング②  聞き取れた語句の記入  

  ↓ 

リスニング③ 音声と文字をつなげる 

 
図 3-7 １年リスニング・ラウンドの構成図 

図 3-8 音と文字の一致を目的としたワークシート 

Unit 7 ブラジルから来たサッカーチーム      

 

【 3rd Listening  】 音声を聞いて，聞こえた英文の順番を（  ）に数字で書こう。 

 

 Part 1   光太のサッカーチームには，毎週土曜日にブラジル人のパウロがコーチとしてやってきます。 

     練習を終えた光太は，彼とバスに乗ります。 

           ※番号は１～９です。 

(  1 )  This is a picture of my home in Brazil.  

(     )  She’s Maria, my daughter. 

(     )  Who’s this girl? 

(     )  She likes soccer. 

(     )  Is she in junior high school? 

(     )  How old is she? 

(     )  She’s twenty-seven years old. 

(     )  Well, this picture is old. 

(  9  )  Really! 
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図 3-12 分からない語句の把握・推測の 

後の新出語句導入時の意識 

34%

51%

12%

3%

わからないと把握し，前後の文脈から推測した語句を

新出語句導入時に意識して聞いた

とてもそう思う そう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない

n=142

10回ものリスニングを行った。聞く目的があるから

こそ生徒がリスニングに対して主体的な姿を見せた

結果であるということができよう。 

 

◆リーディング・ラウンド 

 図3-10はリーディング・ラウンドの構成図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このラウンドにおいては，まずリーディング①で

Part 1～4を通して scanning をし，わからない語

句や表現の把握を行った。この活動の目的は，第２

章第２節で述べた「曖昧さの許容性」と文脈から推

測して読み進めることができる力を養うことである。

わからない語句や表現があってもそこで止まってし

まって先に進めなかったり，あきらめたりするので

はなく，前後の文脈からのちょっとした手掛かりを

もとに推測しながら読み続けることを目指した。 

 図3-11はリーディング①に取り組んだ生徒のワ

ークシートである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英文の内容読解を行う上で支障をきたしていると

思われる意味や読み方の分からない語句に印をつけ，

その後，前後の文脈から推測した上で，ペアでその

語句の意味について考えを共有する時間を設けた。

このワークシートから，この生徒が compare とい

う新出語句に印をつけ，自分は「比べる」という

意味ではないかと推測しているが，ペアの生徒は

「無視」としていることがわかる。 

 そして，この活動の直後に新出語句や言語材料

の導入を行った。いくつかの語句に印をつけてい 

た生徒の一人が，新出語句の導入時に「あ，そう

いうことか。」とつぶやきながら，即座に意味を書

き取っていた姿も印象に残っている。どちらの推

測がよりふさわしいかをペアの生徒と競っていた

図 3-11の生徒も，つぶやいた生徒も，新出語句導

入時により意識的に指導者の示す語句の意味を確

認する姿勢を見せていた。 

 図 3-12 はリーディング①に取り組むことで，こ

の活動の後に指導者が新出語句の意味を導入する

際に，意識して聞いたかを実践校両校にて問うた

ものである。 

 多くの生

徒が新出語

句導入時に

意識的に取

り組んでい

ることがわ

かる。生徒

の感想には

「わからな

い単語を予

想して読む

くせがつい

た。」「わか

らない単語があっても何回も読んでいくうちに，

何となく意味がわかるようになってきた。でも，

不確かなので，先生が意味を教えてくれるときに

しっかり聞いて，やっぱりそうかとわかったとき

にうれしかった。」「単語の意味を忘れにくいと思

う。」という記述が多く見られた。 

 次に，リーディング②・③は，英文内容の要点

や詳細の読み取りに焦点を当てた活動である。 

 図3-13はリーディング②の要点をとらえるため

のワークシートである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-11わからない語句の把握と推測をしているワークシート 

友だちの推測 

自分の推測 

図 3-13 要点をとらえるためのワークシート 

 Part 1   P.68の広告の内容にあてはまるものすべてをチェック☑しよう。 

     

□ユニバーサルデザインの利点   □使い方の説明   □連絡先   □値段 
 

 

 Part 2   P.70を読んで，点線で結ぼう。 

 

 Kota  ・     ・ユニバーサルデザインについて知っていた。 

          ・ユニバーサルデザインについて知らなかった。 

  Deepa ・     ・ユニバーサルデザインについて勉強しようとしている。 

 

 

 Part 3  P.72を読んで，咲のスピーチについて適切なものを一つ選ぼう。 

 

The title of Saki’s speech is : a ) the wide door of the bus  

                           b ) an important lesson from the experience in a wheelchair 

                           c ) giving a hand to someone in a wheelchair 

 

 Part 4  P.74を読んで，光太の発表について適切なものを一つ選ぼう。 

 

①The main idea of the 1st paragraph is : a ) universal design products around us 

                                      b ) a special shape of the plastic bottles 

 

②The main idea of the 2nd paragraph is : a ) the picture of the ramp 

                                      b ) the useful way of the ramp 

 

③The main idea of the 3rd paragraph is : a ) Kota’s idea about universal design 

                                      b ) public places with universal design 

図 3-10 リーディング・ラウンドの構成図 

 

リーディング① 
推測しながら読む 

（わからない語句・表現の把握） 

     ↓ 

リーディング② 要点をとらえる 

     ↓ 

リーディング③ 詳細をつかむ 

     ↓ 

リーディング④ 深く読み込む 

     ↓ 

リーディング⑤ 音読 



111 

 

中学校 英語科教育 19 

  

 ここでは，要点をとらえる活動として，キーワ

ードを読み取ったり，各段落のタイトルについて

考えたりした。 

図 3-14はリーディング③の詳細をつかむため

に情報を整理して読むことを目的としたワークシ

ートの一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

このように，リスニングと同じく，読む段階に

おいても何を目的に読むのかを絞ることにより，

生徒はざっと通して読めばいいのか（scanning），

ある特定の情報を得るために読むのか（skimming）

等の目的意識をもってリーディングに取り組むこ

とができたと考える。 

 図3-15は１年生で使用したワークシートである。 

 

 

 

 

 

 

１年生 Unit 8「イギリスの本」を扱った単元（補

足的に実践をした単元）において，話に登場する

絵本の主人公や作者の性別をどこで判断するかを

問うたものである。前単元で代名詞を学習した生

徒たちが，本文中の代名詞を判断材料としながら

詳細を読み取れるようにした。このように言語形

式に詳細を当てながら読んでいくパターンも考え

られる。生徒たちは，「ここに her って書いてある

やろ？男やったら his になるやん？」などと，ペ

アでやり取りしながら活動していた。 

リーディング④は，教材をより深く読み込むこ

とを目的としている。 

図 3-16は２年生の Unit 4「Homestay in the 

United States」で使用したワークシートである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームステイ先でのトラブルについて留学先の学

校の先生がアドバイスをしているという内容の英文

を読んで，そのアドバイスに納得できるところとそ

うではないところ，自分であればどのようなアドバ

イスをするかについて考え，ペアで意見を出し合っ

た。図の生徒の記述を見ていくと，”Teacher’s 

Advice : Communication is important. You must 

tell your host mother ( about your trouble ).”とい

う先生のアドバイスに対して，「誰かと関わる時は，

コミュニケーションが大切だと私も思うから。」と

同意していることがわかる。一方で，”You must not 

compare host families.”というアドバイスに対して

は，「初めてのホームステイで不安なのに上手くい

かなくて，他と比べてしまうのはしょうがない。」

という反論をしている。そして，自分なら「『比べ

てはいけない』と言うのではなく，『比べてしまう

のはしょうがないけど…』とフォローする。」と，

まず相手を受け入れる姿勢を見せており，コミュニ

ケーションにおいて一番大事な相手意識をもった考

え方をしていることがわかる。 

図 3-17は２年生のUnit 5「Universal Design」

で使用したワークシートである。 

 
 

 単元の終末で実施するパフォーマンス課題にお

いて，自分が活用したい表現に線を引きながら読

む活動を行った。 

これら図 3-16，17のような深く読み込む活動

は，「聞いた」り「読んだ」りしたことをもとに「話

す」「書く」という領域統合の視点において，非常

に重要な役割を担っている。読んで得た情報の中

でどの情報を取り上げるのか，またどの表現を活

用するのかを考えながら，「話す」「書く」活動に

つながる読み方を設定する必要があると考える。 

最後に，リーディング⑤の音読である。教科書に

出てきた表現を自分のものとし，次のアウトプット

へつなげる活動として，教科書の音読練習をシステ

ム化したシステム音読を行った。詳細については昨

年度の筆者の研究論文を参照にされたい(32)。この

システム音読には，家庭学習の定着に課題のあるB

中学校においても家で積極的に音読練習に取り組ん

だ生徒が多く，その割合は87％に上った。授業中は，

・We can use them easily and safely.

・It’s a design for everyone.

・Universal design products 

are  all around us.

２）ピーターラビットとベアトリクス・ポッターの性別は？ 

 

 性別 判断材料 

Peter Rabbit   

Beatrix Potter   

 

図 3-15 詳細を捉えるためのワークシート② 

図 3-16 深く読み込むためのワークシート① 

 Part 3  １） P.70を読んで，情報を整理しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体験内容 

 

咲は「車いす体験」を（ 何回か経験している ／ はじめて経験する ） 

キーワード：                            

感じたこと（あてはまるものすべてに○） 
 

簡単 ／ 簡単じゃない ／ 怖い ／ 楽しい ／ 難しい 

経験から学んだ教訓 

 

今後は（どんな時：                    ）に 

（何をする？：                   ）つもりだ。 

図 3-14 詳細を捉えるためのワークシート① 

図 3-17 深く読み込むためのワークシート② 
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ペアでより高いレベルの音読を目指して取り組んだ

が，中には学習習熟度に差があるペアもあった。音

読に苦手意識のある生徒 A に対して，前回の練習時

にもっと上のレベルを目指したがっていた生徒Bに，

生徒A は「家で練習してきたし大丈夫。今日は読め

る。」と公言し，そしてその言葉通り上のレベルを

目指せる音読を行った。想定以上に高いレベルの音

読にペアで取り組めた結果，「すごいやん。」という

生徒B の言葉に，誇らしげな様子を見せていた生徒

Aの姿が印象的であった。この音読練習については，

その後にどのようなパフォーマンスを設定するかに

よって，練習を実施するか否かを決定し，意味のあ

る活動にすることが大切だと考える。 

 

◆スピーキング・ラウンド 

 このラウンドでは，リスニング・ラウンド①で

絵カードの並びかえを行った際に使用したワーク

シートを再利用し，リテリングを行った。 

 図 3-18は，教科書のストーリーをリテリングして 

いる様子である。 

これまでのラ

ウンドで行って

きた内容理解と

音読練習をもと

に， 教科書のス

トーリーを絵カ

ードを使用しな

がら時系列に沿

って自分の言葉

で伝えるという 

表出活動であり，その際には，本文とは違う表現に

なったり，まとまりがあれば話す順番が変わったり，

何かを付け加えたりしても構わないことを伝えた。 

 図 3-19 は２年生の教科書の本文，図 3-20はそ

の内容をリテリングしたときの生徒Cの発話であ

り，この二つを比較してみることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図3-20の下線部は生徒Cがパラフレーズして（自

分の言葉で言い換えて）いる部分である。教科書本

文をパラフレーズする練習も帯活動としてユニット

ラウンド制と並行して行ってきたが，生徒C は授業

で取り上げた表現以外にも積極的にパラフレーズに

挑戦していた。また文中の枠線で囲った部分は，２

年生で学習した言語材料（過去進行形，have to,接

続詞＜because, think that ～＞）であり，リテリ

ングという実際のコミュニケーションの場で既習表

現を活用していることがわかる。そして，この生徒

Cをモデルとして皆の前で発表させる機会を設定し

た結果，他の生徒も生徒 C に近づこうと，単なる教

科書本文の再生に留まらず，場面の状況説明を加え

るなど工夫をしている様子が窺えた。 

 

◆ライティング・ラウンド 

 このラウンドでは，前のラウンドで行ったリテ

リングをノートにまとめ，教科書本文を要約する。

リテリングでは即興性に重きを置いているが，こ

の段階では正確さにも迫る。解説の「書くこと」

の項目には，「文字言語においては，音声言語以上

に正確さが重視される」(33)とあることからも，

このラウンドで正確さを意識させたいと考える。 

 図 3-20 の生徒 C のリテリングの中には，時制

の一致の観点から見ると，その一致に迫れていな

い部分が二カ所に見受けられる。指導者からのフ

ィードバックを受けて生徒Cは自分のミスに気付

いたようであった。 

 また，Unit 5 では SDGs の一つと考えられるユ

ニバーサルデザインを題材に扱っているため，自

身の考えを広く発信してほしいと考えた。そこで，

最終のライティングの目的として，教科書で「読

んだ」内容をもとに，実際に自分の身の回りのユ

教科書本文 

Unit 5「Universal Design」Part 2 

状況：光太が昨夜してしまった失敗について 

ディーパと話しています。 
 

Kota  : I mistook the shampoo for the 

conditioner last night. I washed my 

hair twice. 

Deepa : Did you know that shampoo bottles 

have bumps? 

Kota  : Bumps? No, I didn’t. 

Deepa : It’s a universal design. 

Kota  : What’s a universal design? 

Deepa : It’s a design for everyone. I think 

universal designs are great. 

図 3-19 Unit 5「Universal Design」Part 2 の教科書本文 

生徒 C のリテリングの内容 

 

Look at this picture. (光太が浴室でシャンプーとコ

ンディショナーを間違えて二回髪の毛を洗っている絵カード

を指さす) 

Kota is in the shower room. He was 

washing his hair. He had some troubles 

then. And……he mistook the shampoo for 

the conditioner last night. So he had to wash 

his hair twice because he didn’t know that 

shampoo bottles have bumps. 

 And…..Deepa told him that it’s a universal 

design. Kota didn’t know about a universal 

design. Deepa thinks universal designs are 

great because it’s a design for everyone.  

図 3-20 生徒のリテリング 

図 3-18 教科書のストーリーを 

    リテリングする様子 
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ニバーサルデザインやバリアについても考え，各

クラスの最優秀作品を学校のホームページに掲載

し発信するという機会を設定した。 

 図 3-21 は生徒の作品である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ライティングをする際の大切なポイントは，手紙

文，メール，あるいは日記なのか等の目的や意図に

応じた伝え方を意識することである。読み手は誰な

のか，何をどのように書くと読み手に自分の伝えた

いことが伝わるのかを考えて書く必要がある。そこ

で，このラウンドにおいてはまず書いてみた文章を

お互い見合い，内容面について感想を伝え合うなど

しながら，読み手からの内容面及び言語面について

のフィードバックを受けて再度書くという機会を確

保した。次節で後述するユニバーサルデザインに関

するポスターセッションの際は，聴衆が目の前にい

るため，実際にユニバーサルデザインを施した商品

に触ってもらったり，写真を見せたりすることが可

能であるが，読み手が目の前にいない場合はどのよ

うに話を展開すればいいかなどについて考えるよう，

指導助言もしながら進めた。 

また，聞いたり読んだりしたことの要点をとらえ，

自分が考えたり感じたりしたことを理由を交えて書

く際は，客観的な事実をその理由の一つとして書く

ことができるようにした。例えば，今回のユニバー

サルデザインについて書かれた文章を読んで自分の

考えや理由を書く場合，”I think universal designs 

are great because we can use them easily and 

safely.”などの自身の感想を書いて終わるのではな

く，教科書の登場人物のエピソードなどを引用し

て，”○○ says that ～.”などを付け加えるだけ

で，自分の論に根拠や具体が示され，説得力のある

文が書けるのである。その点で，左の図 3-21 の作

品は，導入―本論－結論や，主題－根拠や具体など

が見られる一貫性のある文章になっている。中には

高校での指導事項である仮定法過去完了を使用せね

ばならないところを既習の ifを活用して書いている

部分もあるが，今の中学２年生の段階においてはそ

れで十分だと判断し，訂正をしていない。 

教科書の音読練習やポスターセッションを経て，

ライティング・ラウンドに取り組んだことで，生

徒自身の頭の中に伝えたいことが整理されていた

ため，取組所要時間は 20 分で全ての生徒が作品を

仕上げることができた。図 3-21のように長文に及

ぶ作品も多く見られたが，英語に苦手意識のある

生徒も導入―本論－結論の一貫した作品を仕上げ

ることができた。 

 

（２）パフォーマンス課題の実践 

①即興性を重視したパフォーマンスと 

     準備されたパフォーマンス 

◆B 中学校の実践 

Unit 6「オーストラリアの兄」においてパフォ

ーマンス課題を設定した。この単元は第１学年に

おいて最難関といえる三人称単数現在形を新出言

語材料として扱っている。 

 表 3-3 はパフォーマンス課題Ⅰの構成である。 

 

 

 

 

 

 パフォーマンスを二つのセクションに分け，一

つは授業で何度も聞いたり読んだり音読したりし

た教科書の表現を自分のものとして再生できるか

を見取るもの，もう一つはその場で与えられた情

報をもとに，即興で自分の学校の先生を紹介でき

るかを見取るものである。そして，両方のセクシ

ョンに指導者からの質問に応答できるかを組み込

んだ。学校の先生紹介は，新しく学校に赴任した

ALTが次のようなお願いをしてきたという設定で

ある。 ”Please tell me about the 7th grade 

teachers. I want to know more about them.” 

 次頁の図 3-22 は生徒 D の発話である。 

図 3-21 ユニバーサルデザインについて書いた生徒の作品 

 Do you know Universal Design? We learned 

about it in the English class. It’s a design for 

everyone. 

 Kota, a character in the text book mistook 

the shampoo for the conditioner because he 

didn’t know that shampoo bottles had bumps. 

Kota says universal design is great. If he knew 

about UD, he didn’t make a mistake. 

 I found an universal design. Do you know 

universal design is used in the textbook? 

This is the last page in the textbook. You can 

find UD font mark here. What is 

UD font? Look at this picture.  

Which is UD font,  

A or B? The answer 

is B. Because A looks like 8. A person with 

bad eye sight can’t see it easily. 

These days you can find UD font in many 

places. I hope that everyone will understand 

and think more about universal design and 

barrier free.                         K.K. 

 A:8に似通った３の作図 

B:UD font の３の作図 

表 3-3 パフォーマンス課題Ⅰの構成 
セクション① セクション② 

１．教科書の登場人物のリテリング( Part 1 について) 

  （絵カードを参照） 

２．指導者からの質問への応答(Part 2/3 について) 

３．指導者からの自己関連性のある質問への応答 

１．学校の先生についての紹介（情報カードを参照） 

２．指導者からの質問への応答 

３．指導者からの自己関連性のある質問への応答 

音読で練習を重ねたもの定着を見取るパフォーマンス 即興性を見取るパフォーマンス 
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生徒 D の発話から，この単元の指導言語材料で

ある三人称単数現在形が定着していることがわか

る。学校の先生紹介とリテリングにおける二つの

セクションでのパフォーマンス課題において，こ

の三人称単数現在形を適切に使えた生徒は 75 %，

一部使用できていない個所も見受けられる生徒は

14%，定着に課題のあった生徒や難しさを感じてい

る生徒は 11%であった。また，図中下線部に見ら

れる代名詞の誤りについては，同じような間違い

をしている生徒も多く見られたため，第１学年最

難関といえるこれらの言語材料のさらなる定着に

向け，次の授業でフィードバックの時間を取った。 

 また，表 3-3のパフォーマンス課題Ⅰを経て，最

終目標である my hero の紹介（パフォーマンス課題

Ⅱ）をポスターセッション形式で行った。生徒にと

っては，教科書の登場人物の紹介や学校の先生の紹

介よりも，自分の尊敬する人物について語りたいも

のである。パフォーマンス課題Ⅰを行ったのは，こ

のmy heroの紹介で自信をもって発表するための経

験値を増やすためであった。このパフォーマンス課

題Ⅱに向けては，帯

活動の一つである英

作文活動において，

毎時間指導者とのや

り取りを通して情報

を蓄積したものを活

用しており，図 3-23

はその英作文のやり

取りのノートの一部

である。 

 一回の授業で指導

者からの一つの質

問に答え，回収し

たノートの回答に

指導者がさらに追

加質問をしていっ

た。それを繰り返

して情報を蓄積し

ていき，最後にそ

の情報をまとめる

と一つのエッセイ

になるという取組

であり，図 3-24

は完成したエッセイである。 

全市共通テスト学習確認プログラムにおいてC層

に位置する生徒にとっては，いきなりある程度の分

量の英作文を書くことは難しい作業である。そのた

め，このように授業につき一つの質問に絞りながら，

活動を細分化することは有効な手立てとなった。ま

た，このやり取りの中で，指導者からのフィードバ

ックを得ることにより，正確さの獲得にも迫った。 

 

◆A 中学校の実践 

＜実践Ⅰ＞ 

 Unit 4「Homestay in the United States」にお

いて実施したパフォーマンス課題は，「日本の中学

校での過ごし方に困っている ALT の相談にのり，

アドバイスするなどやり取りができる。」というも

のである。「聞いた」ことについて「話す」という

領域統合型の言語活動をパフォーマンス課題とい

う形で具体化した。 

 表 3-4 はパフォーマンス課題の構成である。 

 

 
 このように練習を重ねたものの定着を図るセクシ

ョンと即興性を見取るセクションに分けている目的

の一つは，学習の定着に時間のかかる生徒でもセク

ション①で「ここはできた！」という充実感をもつ

ことができるようにすることである。また，習熟度

の高い生徒にとっては少し高いハードル（セクショ

ン②）を設定することで，知識・技能が活用できて

いるという自覚を感得できると考えている。 

図 3-25 はその相談内容に対する生徒の発話を

まとめたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セクション① セクション② 

１．教科書の登場人物のリテリング( Part 1 について) 

  （絵カードを参照） 

２．指導者からの質問への応答 

（ホームステイ及び自分の家でのルールについて） 

１．ALT の困りに対してのアドバイス 

音読で練習を重ねたもの定着を見取るパフォーマンス 即興性を見取るパフォーマンス 

 

 Look at this picture. This is Ms. Morita. 

She teaches music. She likes songs. She song 

is beautiful. She plays the piano really well. 

She lives in Osaka.  

（ALT）：At this JHS, I can eat lunch with my 

students. It’s great. But at the other 

school, I can’t do that. I have to eat 

lunch in the teacher ’s room. I’m sad. 

What should I do? 
 

（生徒 A）：Why don’t you try to talk with 

them after the lesson? Or you can 

eat your lunch quickly, and talk 

with students. 
 

（生徒 B）：I’m not a teacher. So I don’t know 

well. You have to tell teachers. 

Say, “I want to eat lunch with 

students. They will understand. 

表 3-4 パフォーマンス課題の構成 

図 3-22 即興でのパフォーマンス 

図 3-25 英作文活動における指導者と生徒のやり取り 

図 3-23 指導者と生徒の 

英作文上のやり取り 

図 3-24 完成した My Hero の 

エッセイ 
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下線部は，アドバイスをするという場面にお

いて，この単元で学んだ言語材料を適切に活用

している部分，二重下線は以前の単元で学習し

た言語材料である。このように，既習の表現を

活用して，適切にアドバイスできている様子が

窺えたが，中には言いたいことがうまく伝えら

れない生徒もいた。ここでは，即興性を重視し

ているが，言いたいことをより適切に伝えられ

るようになるために，後に正確さに迫る手立て

をしている。これについては次項において詳し

く述べる。 

  

＜実践Ⅱ＞  

Unit 5「Universal Design」は社会的な話題

に関するものであるため，生徒に自分の考えを

しっかり構築させることを目的に，パフォーマ

ンスの展開を事前に用意し，発表練習をする機

会を設けた。 

 図 3-26 はパフォーマンスの展開例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分の考えを主張するだけではなく，教科書の

登場人物の経験などを引用することで，その主張

の論拠や具体を示せるようにした。発表はポスタ

ーセッション形式で行った。 

 図3-27はそのポスターセッションの様子である。 

 

 

 

 

 

 

 

聞き手の生徒に実際にユニバーサルデザイン

商品を触ってもらいながらパフォーマンスして

いる。また，事前に他のグループに聞いてもっ

てアドバイスをし合い，本番のパフォーマンス

に自信をもって臨めるようにした。また，発表

者と聞き手が質問をし合うなど，即興性のある

やり取りができるようにも促した。最終の成果

物は，前項で紹介したホームページ記載用のエ

ッセイである。 

 

③正確さに迫る 

 「こんなことが言いたかったけれど，うまく

伝えられなかった。」「後で冷静に考えたらこん

なふうに言えたのに。」と，このような思いを日々

の授業の中で，またパフォーマンス後に感じて

いる生徒は多いと思われる。そこでパフォーマ

ンス時には即興性を重視し，後に正確さに迫る

ために，録画した自分の発話をディクテーショ

ンさせ，内容面と言語面からの振り返りをする

時間を設けた。 

 図 3-28 は生徒 E が自分の発話を書き取ったも

のである。 

 

 

 

 

  

ここでは，生徒 E が自分の発話を振り返り，意

味が通じていないと判断した個所に波線を入れた

り，抜けている単語を付け加えたりして，言語面

での振り返りをしていることがわかる。 

 図 3-29 は生徒 E の加筆修正後のワークシート

である。 

 

 

 

 

 

 

生徒 E は「こう言えばもっと伝わった。」と

いう自分の理想の表現を書いている。発話量が

増えており，二つアドバイスがあるために，「一

つ目は～。二つ目は～。」と発話の構成に着目す

るなど，内容面での振り返りがしっかりできて

いることがわかる。指導者がこのワークシート

に修正を加え，その後，今度はグループ内で発

表する機会を設けた。このように，小さな成功

体験を積み重ねることが，自信をもって主体的

にコミュニケーションに向かう生徒の育成につ

ながると考える。また，間違いが多かった表現

については，全体の場で共有しながら，基礎的・

基本的な知識・技能の習得ができるよう，適切

な場面で指導者からのフィードバックを繰り返

すことで定着を図った。 

 
＜パフォーマンスの展開例＞ 

導入：ユニバーサルデザインについて紹介・説明 

展開①：教科書の登場人物のユニバーサルデザイ

ンにまつわる経験についてふれる 

展開②：自分の身の回りのユニバーサルデザイン

やバリアを紹介する 

結論：自分の意見を理由をつけて述べる。 

 

題材との 

自己関連性 

 

「読んで」 

得た情報に 

ついて自分 

のことばで 

まとめる 

図 3-26 パフォーマンス課題の構成 

図 3-28 自分の発話を書き取ったワークシート 

図 3-29 加筆修正後の生徒のワークシート 

図 3-27 ユニバーサルデザイン商品を見せながらの 

パフォーマンス 
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第２節 学びの過程の見取りの実践 

 

（１）見通しと振り返りのデザイン化の実践 

①結果と過程の見通し 

結果と過程の見通しを生徒がもった上で学習を進

められるように，単元の最初にガイダンスを行った。

まず，英語学習ポートフォリオの各領域における目

標を確認し，時数やスケジュール，生徒に到達して

ほしいゴール地点のパフォーマンスを指導者が提示

した。パフォーマンスのモデルを示した際に，「そ

んなん，無理無理。」という声も上がったが，実際

のパフォーマンスでは，全ての生徒がそのモデルに

近いパフォーマンスを披露することができた。 

パフォーマンスのモデルを提示した際には，よい

モデルとそうでないものの 2つを示し，その発表内

容の構成や姿勢について分析させ，よりよいイメー

ジをもつことができるよう工夫した。しかし，単元

の最初に提示しただけでは，生徒がイメージをつか

み切れていないと判断し，単元の中間地点でもう一

度モデルを示した。そうすることで，パフォーマン

ス課題を目前に控え，自分がどんな発表をするのか

のイメージがより明確になると考えた。 

また，目標に到達するための言語活動について

も説明し，生徒が取り組む言語活動の目的を共有

し，目標到達のためにどうつながっているのかを

把握した上で言語活動に取り組めるようにした。

例えば，各ラウンドでは何ができるようになるた

めに聞いたり読んだりするのか等を伝えていった。 

A 中学校においては，Unit 4 において上記のよ

うなガイダンスを行ったが，今まで取り組んだこ

とのない授業構成，言語活動に慣れるだけで精一

杯であった。しかし，Unit 5 では単元の授業構成

をイメージできたのであろう，前単元よりも意識

的に各言語活動に取り組む姿が見られた。 

 

②結果と過程の振り返り 

結果を振り返り，一連の活動を通してゴールに到

達できたか否かを把握するために，自己評価と相互

評価を行った。第２節では，パフォーマンス課題の

実践について述べてきたが，スモールステップを十

分に重ねた後で，スピーキングやエッセイライティ

ングなどのパフォーマンス課題を実施してきた。事

前の練習をしっかりと行い，聞き手にわかりやすい

スピーチにするための方法をアドバイスし合ったり，

エッセイライティングの原稿を読み合ったりして，

構成や論点などの内容面からと，語彙や表現の適正

さなどの言語面からの振り返りを行った。アドバイ

スし合う中で，「聞き手を巻き込んで説明をしてい

る人がいて，自分も真似しようと頑張った。本番の

パフォーマンスでは上手な人に近づけた気がした。」

「ジェスチャーなどがあってわかりやすかったと

みんなが書いてくれてよかった。声の大きさにつ

いて，もう少し大きくした方がいいとアドバイス

をもらったので，本番で心掛けた。」などという記

述が多く見られ，自分にないものを持ち合わせて

いる級友から学んだり，他の生徒のアドバイスを

真摯に受け止めたりしてよりよい発表に向けて努

力したことが窺えた。 

また，次の学びへつなげることができるように，

学習過程を振り返り，ゴール達成を目指してどの

ように言語活動に取り組んだかの意識化を図った。

そして，Unit 5 のガイダンスの際に，Unit 4 の

振り返りを再確認させ，継続的な学習意欲につな

げられるようにした。 

図 3-30 は Unit 5 の終末の振り返り学習での生

徒の記述である。 

 

 

 

 この生徒は，Unit 4 終了時の振り返りで，さら

にうまく表現するためには「授業中の活動にもっ

と意識的に取り組んで，家でも練習したい。」とい

う振り返りをしていた生徒である。前単元での自

身の課題に向き合い，学習を調整することで次の

学びへとつなげることができた達成感を得ている

ことがわかる。 

 また，指導者は，各ラウンドにおける生徒の自己

評価や帯活動，単元の終末に行う振り返り等から課

題を把握し，次の指導につなげた。各言語活動にお

いて，モデルとなる生徒のパフォーマンスを他の生

徒に示すなど，効果的なフィードバックを行った。

それを受けて，上手な生徒の真似をして自身の表現

をよりよく変えていった生徒が多く見られた。 

 

（２）英語学習ポートフォリオの実践 

 ユニットラウンド制の各ラウンドに即し作成した

CAN-DO リストを活用したポートフォリオの最上

部に「英語を使って何ができるようになりたいか」

について生徒が記入した。英語使用者としての自分

の将来像について，今の中学生の時点で描ける生徒

は少ないのではないかという懸念とは裏腹に，A,B

両校のすべての生徒が具体的な目標を記入してくれ

た。「外国人観光客に京都を案内できるようになり

たい。」が一番多く，「自分の好きな洋楽の意味を理

解したい。」「将来海外に留学したい。」なども多数

見られた。また，「自分や日本について伝えたい。」

「英語で書かれた文献（AI や iPS 細胞等）を読め

るようになりたい。」など，ツールとしての英語を

使って自分の関心のある事柄を成し遂げたいという

頼もしい目標を書いている生徒もいた。 

図 3-30 加筆修正後の生徒のワークシート 
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45%

46%

8%

1%

ユニットラウンド制での授業展開で

英語の力がついたと思う

とてもそう思う そう思う

あまり思わない まったく思わない

n=74

図 4-1 ユニットラウンド制の 

効果の実感 

 これらの目標達成に向けて，各学年の終了時の目

標は何か，各単元，各時間，各領域の目標は何かを

把握し，その到達度を自己評価できるように，各ラ

ウンドの言語活動とポートフォリオをリンクさせた。 

 図 3-31 はリスニング・ラウンドの絵カード並べ

かえにおいて，大まかな内容を聞き取ることがで

きたかの到達度自己評価欄である。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，各ラウンドで行っている言語活動

の到達度を記入することにより，前の単元と比較

して伸びていることを確認したり，どの領域に課

題があるのかを自覚したりできることを目指した。 

Unit 5の単元終了後のアンケートにおいて，「自

分の目標，学年目標達成に向けて，自分が伸びて

いると実感している」かどうかを問うた結果，両

校合わせて約 94％の生徒が「そう思う。」と回答

しており，目標を把握し見通しをもって学習を進

める中で，自身の伸びを自覚している生徒が多く

いることがわかった。 

 このように，目標達成に向けて見通しをもち，

自分が今取り組んでいる言語活動を通して，定期

的に進歩が目に見えたり感じたりできるような活

動や振り返りが，主体的にコミュニケーションを

高めようとする生徒の育成につながると考える。 

 

(31) 拙稿「No.589 生徒が主体的にコミュニケーション能力を高

めようとする授業の創造（1年次）－領域統合型の授業設計

と学びへ向かう評価の在り方―」『平成 29 年度研究紀要』

京都市総合教育センター 2018.3 pp.13-16, 18, 19, 22-24 

(32) 前項(31) p.18, 23-24 

(33) 前項(2) p.27 

 
第４章 研究の成果と今後の課題 

 

主体的にコミュニケーション能力を高めようと

する生徒の育成を目指し，単元構想，授業設計，

そして実践を行ってきた。実践後，生徒たちがよ

りよい英語でのコミュニケーションに向けて主体

的に学びへ向かう姿に近づいていることを窺わせ

るデータがとれた。本章では，「つながりのある言

語活動」と「学びの過程の見取り」の視点から生

徒の振り返りをもとに分析する。 

 

第１節 研究の成果について 

 

（１）つながりのある言語活動の成果 

①ユニットラウンド制について 

 図 4-1は A 中学校でUnit 4, 5 においてユニット

ラウンド制を導入した授業を通して，「英語の力が

ついたと思うか」

を生徒に問うた

結果である。 

 ここからは，

91%の生徒が，そ

の効果を実感し

ていることがわ

かる。また，学

習確認プログラ

ムPre-2のC 層

において，28％

が「とてもそう

思う。」，52％が

「そう思う。」，19％が「あまり思わない。」，「まっ

たくそう思わない。」とした生徒は 1％であった。

その感想には「回数を重ねることで少しずつわか

るようになってきている。」などが見られた。 

他の層の生徒の感想を以下に整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここからは，それぞれのラウンドで目的ある

活動を行ったことが他の言語活動で活用されて

いることや，豊富なインプットを増やすことが

生徒の理解を促進したことがわかる。また，第

１章第１節では「話の内容や書き手の意見など

図 3-31 リスニング・ラウンドの到達度記入欄 

英語学習

ポートフ

ォリオの

リスニン

グ領域と

リンクす

る部分 

・前に Part 1 が終わったら Part 2 やってみたいなことをし

ているときは，最後らへんは忘れてしまっていたけど，こ

のやり方は Part 1から 4 までを何回も通してやっていたか

ら，全部のパートの内容も単語も文法もよく覚えている。 
 

・以前より聞く回数や読む回数が増えたので，自然とよく理

解できた。 
 

・リスニングで要点をつかむ練習をしていたので，パフォー

マンステストで聞き手役だったときに，発表のすべてを聞

き取るのは不可能なので，キーワードを聞き取ることを心

がけた。 
 

・教科書のストーリーの構成がよくわかった。 
 

・単語や文法の使い方（語順やどんな場面で使うか）を文章

の中で理解できるようになった。 
 

・リスニングやリーディングで，いろいろな活動があって，

正解するごとに自信がついた。 
 

 ・聞くこと，読むことから始め，その文章にある表現を最後

のパフォーマンスで自分も使えるようにしようと思って読

んだり，「ここはちょっとどうなのかな」，「自分は違う

考えだ」などと思ったりしながら読んでいた。 
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に対して感想を述べたり賛否やその理由を示し

たりなどすることができるよう，書かれた内容

や考え方などをとらえる活動を行っている」こ

とに不十分さが見受けられることを取り上げた

が，リーディング・ラウンドで何のために読む

のかをしっかり生徒が認識して活動を進めてい

たことがわかる。また，スモールステップの言

語活動が生徒の自信につながった様子や C 層の

生徒たちが自身の伸びを実感していることから，

ユニットラウンド制の言語活動が一定の効果を

示したということができよう。 

 

②帯活動とつながったパフォーマンス課題 

 パフォーマンス課題をより充実させるために組

み込んだ帯活動の効果やパフォーマンス課題につ

いて，生徒の振り返りから分析を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

ここからは，生徒がパラフレーズ練習，インタ

ラクション練習，システム音読練習，英作文等の

帯活動をパフォーマンスで活用できたことへの充

実感を得ていることがわかる。また，コミュニケ

ーションにおいて最も大切な，相手意識をもち，

より伝わりやすい表現にしようとしている生徒が

多くいることがわかった。しかし，パフォーマン

ス本番ではインターネット翻訳機能を使用したと

思われる発表をしている生徒もいた。その生徒の

発表を聞いて，「何を言ってるか全然わからん。」

とつぶやいている聞き手の生徒がいた。伝わりや

すい発表とはどういうものなのか，どういった工

夫をすることが大事なのかを次の学びへ生かせら

れるよう，適切なフィードバックとともに，根気

強い指導改善が必要であると思われる。 

 また，パフォーマンス課題実施後には次のよう

な振り返りをしている生徒もいた。 

 

 

 

 

 

 

  

この視点は，英語科における思考力，判断力，

表現力に関わるものである。一つの情報から判

断するのではなく，他の情報と比べて引用した

り，場面や状況，相手に応じた表現を選択した

りすることで英語科における思考力，判断力，

表現力が養われる。パフォーマンス課題のねら

いや，その際に工夫すること，大切にすること

を指導者と生徒が共有してきたからこその生徒

の気付きである。 

 

③生徒と生徒のつながり 

 ペアやグループなどの活動形態や相互評価を充

実させることにより，生徒と生徒がつながり，学

習集団として皆で高まっていくことも一つの目標

にしていた。以下は生徒の感想である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 この他にも，「～さんはこういう所がすごかった。」

「～さんみたいな発表を目指したい。」という感想

が多く見られ，よりよい英語でのコミュニケーシ

ョンに向けて前向きな姿勢を見せていた。ペアや

グループで取り組むことで，協働性や主体性をも

って学習に向かえたことがわかる。 

 

（２）学びの過程の見取りの成果 

①見通しと振り返りのデザイン化 

 結果や過程の見通しと，結果や過程の振り返り

を単元構想に位置付け，授業を展開してきた。生

徒は次頁のように記述している。 

・授業でしている活動をしっかりやると，パフォーマンスが

スムーズにいった。 
 

・教科書の言葉をうまく使って発表などをできるようになっ

たと思う。 
 

・今まで教科書の本文の流れを暗記することしか考えていな

かったけど，パラフレーズ練習やシステム音読を通して理

解しやすい表現は何かなどを考える力が身につき，それが

発表につながったと思います。 
 

・前よりも自分で考えて内容を整理したり，自分で考えて話

したりして，自分で考えて何かをする力がついたと思う。 
 

・本文中にたくさんパフォーマンスに使えるような表現があ

って，それを見つけて自分なりの言葉になおす力がついた。 
 

・発表で使いたい単語があって，でもみんなにとっては初め

ての単語だしどうしようかと思った。パラフレーズやシス

テム音読を通して，相手が理解しやすい表現は何かなどを

考えるくせがついていたので，それが発表につながったと

思います。 
 

・インターネットで調べた言葉をそのまま使うんじゃなくて，

これまでに習った言葉に置き換えることを頑張った。 
 

・インタラクション練習で，受け答えの練習をしていたので，

発表のときに聞き返したりできて，「使えた！」って思った。 
 

・英作文でコツコツためた情報が発表のときに役立った。 

・友だちと一緒に活動する中で，こんな表現の仕方もあるの

か，と自分の力にすることができた。 
 

・この授業で英語がより楽しくなってきたと思います。ペア

ワークはいつもペアに任せていたけど，自分でも考えるよ

うになって，その方が楽しいと思ったからです。 
 

・すらすら読めるように，近くの人やペアの人に自分から分

からない単語の読み方を聞けた。 
 

・ペアで練習をして，自分より英語ができる人とやることで，

よいところを真似できるのでよかった。 
 

・「相手を意識して発表できていた。わかりやすかった。」

というコメントがあり，自分のグループが工夫したところ

がきちんと伝わっていてうれしかった。 

・状況に合わせて，すぐ頭の中で文を考えたり，たくさんの

表現の中から一番最適な表現を選べるように頑張った。伸

びてきた！ 
 

・具体的な経験や根拠を入れて，説得力を持たせることが必

要だと思います。Part 3 の咲の話でも，自分の実際に体験

したことを入れて，信ぴょう性をもたせていました。もっ

と他の資料も参考にしたいです。 
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結果や過程を見通すことで，これから取り組

む活動を通してどんなことができるようになる

のかの具体的なイメージをもった上で，生徒が

活動に臨めたことがわかる。また，自身の結果

や過程を振り返り，課題を克服するために学習

を調整しながら前向きに取り組んだ様子が見て

取れる。このような見通しと振り返りの過程を

繰り返すことが，よりよいコミュニケーション

に向かう生徒の育成につながると考える。 

 

②英語学習ポートフォリオについて 

 ユニットラウンド制で各領域に言語活動を組み

込むことによって，生徒が自分の課題がどの領域

にあるのかを把握し，次の学びへ生かせることが

できると考えた。 

 図 4-2 は「自分がどの領域（聞く・読む・書く・

話す）が得意か，苦手かがわかっている」かを問

うたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

両校において，ほとんどの生徒が得意及び課題

のある領域の把握をしていることがわかる。また，

課題のある領域について，どのように克服しよう

としているかについて，「自分の苦手な領域の活動

をする時に，苦手な分，より意識して取り組んで

いる。」という記述が多く見られた。自身の課題を

克服するために，「このようにすればリスニングの

力がつく。」などといった具体的な方略を見出すの

は非常に難しいが，生徒たちが課題意識をもって

活動に取り組むことがその課題克服に向けた第一

段階だといえる。 

 また，「英語学習ポートフォリオを使用すること

により，各時間，単元，学期，学年でどのような

ことができるようになるのかを把握することがで

きる」かについて，A 校においては 95％，B 校で

は 93％の生徒が「そう思う。」と回答した。各時

間，単元等のねらいを生徒と指導者が共有し，生

徒自身も逆向き設計の中で授業に取り組めるよう，

学期，学年，さらには三年間の見通しをもった授

業設計が大切である。 

 

（３）指導者の振り返りから見えた成果 

 つながりのある言語活動と学びの過程の見取

りの二つの視点からの実践を通して，研究協力

員の先生方への聞き取りから見えた成果につい

て述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時のねらいを文字で書いてあっても，あまりよくわから

なかったけど，見本を見せてもらったのでよかった。 
 

・最後にパフォーマンステストでこんなことをやるのかと思

ったら，焦ったけど，イメージはもてた。 
 

・推測をしながら読む力が Unit 4 ではまだ足りなかった。

なので，Unit 5 で頑張った。少しついたように感じる。 
 

・Unit 4では新しいことばかりで，ついていくのに必死だっ

たけど，Unit 5 では Unit 4 でできていなかったことがで

きるようになったし，次の Unit 6 はもっとできると思う。 
 

・前までは，英語力をあげたくても何をやったらいいかわか

らなかったけど，この取組をしてから，どう勉強を進めて

いけばいいのかがわかった。 

図 4-2 どの領域に課題があるかを把握しているか 

55%
37%

7%

1%

とてもそう思う そう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない

n=74

A 校 

48%

36%

13%

3%

とてもそう思う そう思う

あまりそう思わない まったくそう思わない

n=68

B 校 

生徒の変容 

＜つながりのある言語活動＞ 

①ユニットラウンド制 

・わからない語句や表現があっても聞き続けようとする，読み

続けようとする耐性がついた。とりわけ，学習確認プログラ

ムにおいて到達目標に達していない生徒たちがあきらめずに

長文等に取り組むようになった。 
 

・文脈の中で語句の意味や言語形式に目をむけるようにな

っている。 
 

②帯活動 

・パラフレーズ力がついてきており，パラフレーズするこ

とに喜びを感じている。 
 

③ペア・グループ活動 
 

・上手な生徒の発表に感化されて，それに近づこうと頑張

っている姿が見える。 
 

・パートナーやグループでより高め合おうとしている。 
 

＜学びの過程の見取り＞ 

①見通しと振り返りのデザイン化 

・最終の目標についてガイダンスを通して共有することで，

その目標達成に向けて，それぞれの言語活動に見通しを

もって前向きに取り組んでいた。 
 

・自分の課題と向き合い，次の単元ではこうしていきたい

という前向きな姿勢を見せている。 
 

 

②英語学習ポートフォリオ 

・自分の伸びを認識し，自信をもつようになっている様子が見

受けられ，それが次の学びへつながっている。 
 

＜その他＞ 

・少し高めのハードルを設定することで，生徒たちがそれ

を乗り越えようとしていたことと，乗り越えたときの達

成感を得ていたことがわかった。 

 

指導者としての変容 

＜つながりのある言語活動＞ 

①ユニットラウンド制 

・各ラウンドで目的ある活動を行うことで，どんな力をつ

けて欲しいかを生徒と共有することができた。 
 

・生徒へのインプット量が以前と比較にならないほど増えた。 
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ここからは，つながりのある言語活動としてユ

ニットラウンド制を導入し，それと並行して帯活

動を組み込むことで，指導者自身の授業設計力が

あがったこと，そして見通しと振り返りのデザイ

ン化や学習ポートフォリオを使用することで，生

徒の課題を把握し，次の指導につなげることに意

識が向いており，指導者の指導改善につながる有

効な手立てとなったことがわかる。 

第２節 今後の課題について 

 

（１）指導者の振り返りから見えた課題 

 

 

 

 

 

 

 これらの指導者への聞き取りから見えてきた課

題について，対策を考えていく。 

 

◆より効果的なユニットラウンド制の提案 

 ユニットラウンド制では，リーディング・ラウ

ンドにおいて全パートの新出語句及び言語材料導

入，音読練習を行うため，生徒たちに負荷がかか

っている可能性が出てきた。そこで，より効果的

なユニットラウンド制について考え，実践した。 

 図 4-3 はその構造図である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 リーディング・ラウンドを二段階に分け，リス

ニング・ラウンドとリーディング・ラウンド①で

は，これまで通り，全パートを貫いて言語活動を

行う。そして，リーディング・ラウンド②におい

て，パート毎に指導を展開し，生徒たちに無理な

く新出単語や言語材料の定着を図る。その後，ス

ピーキング及びライティング・ラウンドで再び全

パートを貫いた展開をすることで，全体→詳細→

全体の形を崩すことなく，効果的にユニットラウ

ンド制を導入できることがわかった。 

 また，各ユニットの指導にどう軽重を付けるの

かについては，教科書の配列を一年単位で逆算す

る必要がある。例えば，第３章第１節の表 3-2 で

提案しているように，本文の内容理解に特化した

ライトユニットでは，そこで扱った言語材料の定

着が不十分に終わるのではないかという不安材料

が残る。しかし，そのユニットの後に，Presentation

のセクションなどでそのユニットの言語材料を活

用する機会があれば，そこで言語材料等の定着が

担保できよう。 

Part 1 Part 2 Part 4Part 3

聞く

読む①

・絵をもとにストーリーを推測
・ストーリーを聞いて大枠をつかむ
・音と文字をつなげる

・わからない語句，表現の把握

読む②
・ストーリーの詳細をつかむ
・新出語句＆言語材料導入
・音読練習

話す ・ストーリーリテリング

書く
・ストーリーの要約
・エッセイライティング

効果的な
ユニットラウンド制

図 4-3 より効果的なユニットラウンド制の構造図 

 

・各ユニットの軽重を付ける場合，指導経験が浅いため，

どのユニットを軽くしてもいいのかの判断ができない。

また，軽くしたユニットの言語材料等が定着するのかが

不安である。 
 

・単語や言語材料の導入を，Part 1～Part 4 まで一気にす

ることになり，生徒が整理できているか心配である。 

 

・パート毎に明日の授業をこなすという目先の指導に追わ

れていたが，単元単位で見通しをもって授業をデザイン

することができた。 
 

・ラウンド毎に学習を進める中で，生徒がどこにつまずい

ているのかの把握ができ，全体にフィードバックするな

ど，次の指導につながった。 
 

・語句や言語材料など，すべて教授した後で教科書の内容理解

に迫っていたが，それらを遅らせた状態でリスニングやリー

ディングをさせることの意義を知った。 
 

・リスニング・ラウンドの後に本文を活用し，言語材料の導入・

練習を意味のある文脈の中で行えるようになった。 

 

②帯活動 

・これまでは帯活動がそれぞれ独立したものになっていた

が，最後のパフォーマンスにつながる帯活動を仕組める

ようになった。 

 

③ペア・グループ活動 

・相互評価をうまく機能させられるようになった。 

 

＜学びの可視化＞ 
①見通しと振り返りのデザイン化 

・英語科の特質をとらえた見通しと振り返り活動（内容面

と言語面からの振り返り等）の仕組みについて知ること

ができ，次の学びへつながる振り返り活動を含んだワー

クシートを作成するようになった。 

 

②英語学習ポートフォリオ 

・目標達成に向かって一歩一歩階段を駆け上がっていける

ように，日々の授業をどう構築するかを考え，指導に前

向きになった。 
 

・年間→学期→単元→各時間の逆向き設計で授業を構築す

るという見方をするようになった。 
 

・CAN-DOリストが絵に描いた餅状態になっていたが，それを活

用して，英語学習ポートフォリオに落とし込むことによって，

「何ができるようになるのか」を見据えて，学期単位でパフ

ォーマンス課題を仕組む大切さがわかった。 
 

・英語学習ポートフォリオがあることで，生徒が各々違う

自分の目標をもっていることがわかり，その目標を達成

させるための授業を創りたいという英語指導へのモチベ

ーションがより高まった。 

 

＜その他＞ 

・複数の領域を統合した出題に向けて，総括テストの在り

方を見直している最中である。 
 

・教科書を活用して，どのようにして生徒に力をつけられ

るか悩んでいたが，4 技能 5領域すべてを網羅できる指導

のあり方が見えた。 
 

・単元全体を見渡すことができるようになった結果，生徒

が興味をもって取り組めるように教科書のトピックをい

かに味付けするか，工夫するようになった。 

 

Part 1 Part 2 Part 4Part 3

聞く

読む①

・絵をもとにストーリーを推測
・ストーリーを聞いて大枠をつかむ
・音と文字をつなげる

・わからない語句，表現の把握

読む②
・新出語句＆言語材料導入
・ストーリーの詳細をつかむ
・音読練習

話す
・ストーリーリテリング
・ポスターセッション

書く
・ストーリーの要約
・ポスター・エッセイの作成

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
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◆振り返りについて 

振り返りを促す方策の一つとして，目に見える

形で学習が残るポートフォリオの活動を行った。

しかし，この活動は数か月という短期間の実践で

あり，振り返り活動を経験させるにとどまった。 

よって，振り返りの有効性を学習者が身をもっ

て感じ，それを習慣化し，自然とそれができるよ

うに，生徒がいつでも自分の学習を振り返ること

ができる仕組みを位置付けることが，主体的にコ

ミュニケーション能力を高めようとする生徒の育

成を促進する一助となると考える。 

しかし，現在の教育課程上，他の教科領域と比

べ，英語は最多の履修時数を誇るとはいえ，日常

生活において英語にさらされる機会があまりにも

少ない状況下において，50 分の授業のうち 5分を

振り返りに充てることに抵抗を覚える指導者も多

いのではないだろうか。 

よって，各時間のめあてに対して「できたか，ま

たは課題があるのか」を把握するための振り返りは，

本研究で作成したポートフォリオに記入し，その達

成度を自己評価していき，単元の終末にまとまった

振り返りの時間を設定することが英語学習にとって

は一つの有効な方策だと考える。その振り返りにつ

いては，見通しと振り返りのデザイン化で述べたよ

うに，学習過程についても振り返る中で，どの学習

方法が目標達成に向けて機能したのか，あるいは足

りなかったのかを意識化させることが大切である。

それを踏まえ，自身の課題を克服するために粘り強

い取組を行おうとしているか，その取組の中で自ら

の学習を調整しようとしているかを指導者は次のユ

ニットの取組とパフォーマンス課題の到達度で見取

ることができるのではないかと考える。 

 

（２）よりよい授業構築に向けて 

 英語の授業ではコミュニケーション重視が謳わ

れ，言語活動の充実が図られている一方で，総括

テストや小テストにおいては，未だに知識を問う

問題や，表現力を見取る問題に関しても目的・場

面・状況の設定が曖昧なままの出題も多く見られ

る。授業とテストの関連性を高めることで，生徒

にとっては学習への取組がテスト結果につながり，

本研究で目指してきた力がつくという実感をもた

せることが大事ではなかろうか。 

 「英語は実技教科である。」と主張する指導者も

多いが，その側面を前面に押し出すならば，これま

での筆記テストの在り方を根本から見直す必要性も

出てくる。これは極端な例かもしれないが，無理の

ある場面設定での表現力を問うような問題を出すく

らいならば，いっそのこと表現力はパフォーマンス

テストのみで測り，総括テストでは押し並べて知識

の定着を見取るもののみに変換していくのも一つの

手立てと考える。そのためには，パフォーマン課題

を年間にできるだけ多く組み込み，評価におけるパ

フォーマンスの割合を，実技教科のそれと近付ける

くらいの思い切ったカリキュラム編纂を行う手法も

あるのではなかろうか。しかし，このようなシス

テムを実行するまでには，まだまだ時間を要する

と思われる。そこで，日頃の学習を総括テストに

反映させる一つの提案を，領域統合の視点からし

てみることとする。 

 図 4-4 は，実践後に A 中学校の総括テストにお

いて出題されたものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この問題には，友人としてアドバイスする際に，

参考すべき情報が盛り込まれている。生徒はその情

報を読み取り，それを踏まえた上で提案をすること

が求められる。この出題に対し，指導者の予想を上

回る正答率が出た。聞いたり読んだりしたことをも

とに話したり書いたりするという領域統合の力の育

成に視点を置いて指導を行ってきた結果ということ

ができる。このように，暗記してきたものをただア

ウトプットするだけの作業ではなく，授業の学習成

果が測れ，次の授業や学習につながることを目指す

総括テストの在り方が必要であると考える。 

 また，ユニットラウンド制の中で大切にしてき

た，わからない語句や表現があっても読み続ける

ことができる力が培われてきているかをどのよう 

に見取れるかについても考えた。 

問．友だちの一郎が現在ホームステイで受け入れてい

る留学生のケビンのことについて，メールであなた

に相談しています。メールの内容をふまえて，下線

部に対するあなたの答えを 3文以上で書きなさい。 

Hi, how are you doing? 

How was the movie last night? Did you like it? 

Now, I have something I want to ask you. 

I’m very sad. My homestay student, Kevin will 

leave Japan soon. He always tries to do something 

for my family. For example, he usually cleans the 

living room. He is from the U.S. and he came to 

Japan six months ago. At that time, he didn’t like 

Japanese food. He sometimes left some food 

unfinished. But he likes Japanese food now. Also, 

he is interested in Japanese history. He wants to 

know a lot about it. He will go back to the U.S. 

next week and I want to do something with him. 

What can I do with him? Please give me your idea. 

  Your friend, 

  Ichiro 

図 4-4 総括テストにおける領域を統合した問題 
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 図 4-5は A 中学校において実施した小テストで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

benefactorというこれまで生徒たちが目にしたこ

とがない語句がテーマになっている。そのテーマを

見た時点であきらめるのではなく，地道に読み進め

る中で手掛かりを見つける姿を目指した。解答時間

を 5分に設定し，生徒たちはどこまで読み進めたか

に印をつけていき，benefactor が何を表すのかを推

測した。そして，その推測の根拠となる場所に線を

引いた。C 層の生徒たちの中で最後まで読もうとし

た生徒は 73％，学年の全生徒が第三段落目までは到

達し，最後まであきらめずに必死に読んでいる姿が

見られた。指導者からは，「A・B 層の生徒たちは，

わからない語句があっても読み進めようとする耐性

は以前からあったように思う。しかし，C 層の生徒

たちがこのテストに対峙している姿を見て，リスニ

ング・ラウンドやリーディング・ラウンドでのスモ

ールステップを踏んだ取組の成果だと実感してい

る。」という回答を得た。実際，Unit 5 の実践後ア

ンケートにおいても，94％が「わからない語句があ

っても読み続けようとしている。」と回答している。 

このような姿を，現行学習指導要領下の観点Ⅰ

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」に

反映し，コミュニケーションに関心をもち，積極

的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろ

うとする姿勢を評価していくべきであると考える。 

 

おわりに 
 

主体的な学びとは，「学ぶことに興味や関心を

持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けな

がら，見通しをもって粘り強く取り組み，自己の

学習活動を振り返って次につなげる『主体的な学

び』が実現できている」(34)ことと，新学習指導

要領解説総則編には述べられている。どのような

英語の授業を展開すれば，この主体的な学びが実

現し，本研究のテーマである主体的にコミュニケ

ーション能力を高めようとする生徒の育成を図れ

るかに焦点を当てて研究を進めてきた。 

本研究では，実践協力校において，複数の単元で

実践を進めたが，その短いスパンの中でも生徒たち

が主体的な学びへと向かっている様子を垣間見るこ

とができた。それは，英語使用者としての将来の自

身の姿をイメージし，その目標に少しでも近付ける

ように見通しをもって取り組み，その結果や過程を

振り返る中で次の学びへとつなげようとする姿であ

る。「パフォーマンステストを通して，言語は経験

と数を積み重ねないと身に付くものではないと実感

した。なので，毎日家で学習するようになった。」「Unit 

4のパフォーマンスよりUnit 5はよいものにしたか

った。家でも班員と連絡を取って改善したり学校で

も話し合ったりして，向上心をもって取り組んだ。

結果，すごく達成感があった。次も頑張ろうと思う。」

「ペアになっている相手に迷惑がかからないように，

家で何回も練習しました。」「テレビで外国人が話し

ているのを見たときに自分で意味を推測しながら聞

くようになったら，ちょっとわかってきて楽しかっ

た。」これらの生徒の振り返りから，よりよい英語

でのコミュニケーションに向けて主体的に取組を始

めたことがわかる。中には内発的動機の高くはない

ものもあるが，このような過程を積み重ねることで，

自身の伸びを確認し，英語でのコミュニケーション

に喜びや楽しさを感じるようになってきたのではな

いかと期待したい。 

最後に，本研究の趣旨を理解し，ご協力いただ

いた京都市立岡崎中学校，京都市立凌風小中学校

の校長先生をはじめ，教職員の皆様，そして生徒

たちに，この場を借りて心より感謝申し上げる。 
 

(34)文部科学省『中学校学習指導要領 解説 総則編』東山書房

平成 29 年 p.78 

次の英文は，現在 21 歳の日本人男性が英語サイトに投稿した記事です。 

 

 

My Benefactor 

 

Do you have a benefactor? Mr. Green is my benefactor. Now I’m going to 

talk about my benefactor, Mr. Green. 

                                                                         

 

I had a dream to study abroad when I was 18 years old. I was not good 

at English, but I wanted to understand the cultural differences between 

Japan and other countries. So I went to Canada and stayed there for a 

year. 

                                                                        

 

  I had a lot of troubles at first because I couldn’t understand English well. 

So I spent most of time in my room. I had no friends to enjoy my weekends. 

And I didn’t try to talk with my host family. I thought that I wanted to 

come back to Japan every day. 

                                                                         

 

  A few months later, I got on a taxi to go shopping. Then a taxi driver 

started to talk to me in Japanese. I was very surprised because his 

Japanese was perfect. I said to him, “Your Japanese is so good. Do you 

have an experience to stay in Japan before?” He answered, “No. I started 

to learn Japanese three years ago. I really like Japanese movie such as My 

Neighbor Totoro, and The Princess Mononoke. So I watch them every day 

in Japanese.” He gave me his e-mail address and said, “Please help me if I 

visit Japan someday.” 

                                                                            

  

I thought I had to change my mind. I started to try to talk to my host 

family that night. Because I thought I wanted to be like Mr. Green. I made 

many friends and I could enjoy my life in Canada. He changed me.  

                                                                       

 

Now, I’m in Japan. And I go to the university to be an English teacher in 

the future. I got an e-mail from Mr. Green yesterday. He has a plan to visit 

Japan next year. I’ll take him to many interesting places because he is my 

benefactor. 

 

 

 
１）どの段落まで読み進めたか，  に○をつけよう。 

 

２）benefactor とは何だと思いますか。日本語で書こう。 

   

 

３）２）の判断材料はどの部分か，本文に線を引こう。 

 

４）この後，先生が見せるスクリーンから，最も近いと思うものを記号で選ぼう 

 

→    

図 4-5 わからない語句があっても 

読み続ける力を測る小テスト 

 


